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１月２月３月４月５月６月７月

②「トット」は左の羽にピンク色のタグをつけています

⑤40回を記念して「元曲！須坂小唄で踊ってみよう」や
　「記念うちわ配布」なども行いました

③④第22期農業委員会がスタートしました

①団員の士気高揚と市民の防災意識の向上を目指しました

須
坂
市

こ
の
一
年

平
成
29
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
今
年
は
ど
ん
な
一
年
で
し
た
か
？

須
坂
市
の
一
年
間
の
主
な
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。

８
日　

▼
消
防
出
初
式
①
▼
成
人
式

21
日　

第
11
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

４
日　

男
女
共
同
参
画
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

18
日　

ふ
る
さ
と
信
州
須
坂
の
つ
ど
い

20
日　

動
物
園
代
表
動
物
選
挙
で
フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン

　
　
　

の
「
ト
ッ
ト
」が
代
表
動
物
に
決
定
②

21
日　

㈱
ア
ー
ル
エ
フ
が
富
士
通
旧
須
坂
工
場
を
取
得

30
日　

社
会
福
祉
法
人
睦
会
お
よ
び
社
会
福
祉
法
人
グ
リ

　
　
　

ー
ン
ア
ル
ム
福
祉
会
と
災
害
時
に
お
け
る
社
会
福

　
　
　

祉
施
設
の
福
祉
避
難
所
に
関
す
る
協
定
締
結

30
日　

消
防
団
第
３
分
団
３
部
の
詰
所
兼
機
械
器
具
置
場

　
　
　

新
築

１
日　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
セ
ン

　
　
　

タ
ー
を
開
設

４
日　

臥
竜
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り
（
～
24
日
）

19
日　

市
内
３
高
校
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

29
日　

堀
直
虎
没
後
１
５
０
年
祭
記
念
公
演

　
　
　

「S
t
r
a
i
g
h
t
 
T
i
g
e
r
 

直
虎
」
上
演
（
～
30
日
）

25
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
放
送
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」メ
セ

　
　
　

ナ
ホ
ー
ル
で
公
開
収
録

26
日　

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
本
部
を
設
置

27
日　

ス
マ
イ
ル
・
マ
マ
・
フ
ェ
ス
タ
in
須
坂

28
日　

町
並
み
ク
リ
ー
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
作
戦

１
日　

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
in
五
味
池
（
～
25
日
）

10
日　

望
岳
台
区
自
治
会
が
第
28
回
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功

　
　
　

労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

１
日　

信
州
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　

（
～
９
月
30
日
）

６
日　

図
書
館
を
一
部
改
修
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

20
日　

農
業
委
員
の
改
選
③

24
日　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設
④

22
日　

第
40
回
須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
⑤

25
日　

信
州
須
坂
健
康
ス
ム
ー
ジ
ー
推
進
協
議
会
を
設
立

30
日　

第
６
回
臥
竜
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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⑥「リンゴの甘みで飲みやすい」などと好評です⑨12年ぶりの来日で須坂の福祉施設などを視察しました

⑩「須坂エクササイズ」で60周年を祝いました

⑪岡信孝さん（写真中央）によるギャラリートークも行い
　ました

⑦中学生27人が初めて訓練に参加しました（墨坂中学校生徒）

⑧広場の完成記念と須坂駅の利用促進を目的に開催しました

８月９月10月11月12月（予定）

４
日　

「
日
中
友
好
交
流
都
市
中
学
生
卓
球
交
歓
大
会
（
北

　
　
　

京
市
）
」
に
市
内
中
学
生
選
手
を
派
遣
（
～
６
日
）

５
日　

第
19
回
信
州
岩
波
講
座
２
０
１
７
（
～
11
月
）

22
日　

輝
く
女ひ

と

と
男ひ

と

セ
ミ
ナ
ー

26
日　

須
坂
産
フ
ル
ー
ツ
の
果
汁
（
リ
ン
ゴ
・
ふ
じ
）を
使

　
　
　

用
し
た
「
須
坂
フ
ル
ー
ツ
発
泡
酒
」を
お
披
露
目
⑥

27
日　

須
坂
市
総
合
防
災
訓
練
⑦

１
日　

須
坂
温
泉
「
古
城
荘
」
の
運
営
事
業
者
が
交
代

９
日　

堀
直
虎
没
後
１
５
０
年
記
念
事
業
博
物
館
特
別
展

　
　
　

「
須
坂
藩
堀
家
14
代
」（
～
11
月
19
日
）

10
日　

「
須
坂
駅
前
広
場
」
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
⑧

30
日　

「
第
23
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
に
須
坂
市
消

　
　
　

防
団
の
女
性
消
防
団
員
が
出
場

２
日　

姉
妹
都
市
・
四
平
市
の
訪
日
団
が
表
敬
訪
問
⑨

９
日　

須
坂
市
健
康
づ
く
り
推
進
都
市
宣
言
30
周
年
記
念
・

　
　
　

須
坂
市
保
健
補
導
員
会
60
周
年
記
念
事
業
⑩

10
日　

須
坂
市
歴
史
的
建
造
物
を
３
件
登
録

14
日　

ふ
れ
あ
い
広
場
で
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」を
実
施

15
日　

第
29
回
竜
の
里
須
坂
健
康
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会

17
日　

須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
「
岡
信
孝
記
念
展
示
室
」

　
　
　

オ
ー
プ
ン
⑪

21
日　

オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
ス
ム
ー
ジ
ー
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト

22
日　

台
風
21
号
に
よ
る
大
雨
の
影
響
で
農
作
物
や
道
路
、

　
　
　

市
の
設
備
な
ど
に
甚
大
な
被
害
（
～
23
日
）

25
日　

第
30
回
信
州
須
坂
大
菊
花
展
（
～
11
月
12
日
）

27
日　

第
21
回
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

30
日　

「
湯
っ
蔵
ん
ど
」が
創
業
20
周
年

１
日　

カ
ピ
バ
ラ
温
泉「
華
の
湯
」（
～
平
成
30
年
４
月
22
日
）

３
日　

▼
須
坂
市
表
彰
式
▼
蔵
の
ま
ち
須
坂 

銀
座
通
り

　
　
　

う
ま
い
も
ん
市
２
０
１
７　

う
ま
い
も
ん
祭

14
日　

戦
没
者
追
悼
式

３
日　

第
45
回
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

　
　
　

く
す
市
民
大
集
会

15
日　

第
10
回
ク
リ
ス
マ
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
in
須
坂（
～
16
日
）

/

 須坂市この一年
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皆で支える地域医療シリーズ

地域医療と医師確保
問合せ　健康づくり課（☎026‐248‐9018）

地域医療

　

私
た
ち
が
風
邪
を
ひ
い
た
り
、

熱
が
出
た
り
し
た
時
、
ま
ず
「
か

か
り
つ
け
医
」
に
診
察
し
て
も
ら

い
ま
す
。
診
察
の
結
果
、
詳
細
の

検
査
や
手
術
、
入
院
医
療
が
必
要

に
な
っ
た
場
合
は
、
高
度
な
医
療

機
器
が
あ
る
総
合
病
院
で
診
療
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
最
初
か
ら
総
合
病
院

に
集
中
す
る
と
、
そ
こ
で
し
か
で

き
な
い
検
査
、
入
院
や
手
術
な
ど

が
必
要
な
方
の
治
療
に
影
響
を
与

え
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
る
な
ど
、

皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
悪
影
響
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
病
院
に
勤
務
す
る

医
師
に
も
過
重
労
働
を
強
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
医
師
不
足
の
要
因
は
、高

齢
化
が
進
み
医
療
の
需
要
が
増
大

し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
産
科
・
小
児
科
で
は
医

療
事
故
が
訴
訟
に
発
展
す
る
ケ
ー

　

国
は
、
医
学
部
の
定
員
増
や
勤

務
医
の
過
重
負
担
解
消
策
と
し
て

医
療
補
助
者
の
活
用
、
院
内
保
育

所
の
拡
充
な
ど
、
勤
務
医
の
環
境

整
備
な
ど
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
医
師
確
保
の
中
心
的
な

役
割
を
担
い
、
長
野
県
地
域
医
療

構
想
を
策
定
し
、
医
師
の
確
保
・

養
成
・
定
着
に
向
け
た
総
合
的
な

医
師
確
保
対
策
を
関
係
機
関
と
連

携
し
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
須
高
地
区
の
医
療
・
介

護
・
福
祉
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
連
携

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

須
高
医
師
会
と
県
立
信
州
医
療

セ
ン
タ
ー
で
は
、
休
日
緊
急
診
療

所
を
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
内
で
行

い
、
地
域
医
療
の
拡
充
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
各
市
町
村
で
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
最
期
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・

住
ま
い
・
生
活
支
援
を
包
括
的
に

確
保
し
よ
う
と
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
医
療
・
介
護
の
分
野
で
、

地
域
の
中
核
と
な
る
病
院
と
か
か

り
つ
け
医
機
能
を
持
つ
診
療
所
、

訪
問
看
護
、
介
護
施
設
な
ど
が
水

平
に
連
携
し
た
「
地
域
完
結
型
の

医
療
体
制
」
を
作
り
上
げ
る
べ

く
、
医
師
会
と
し
て
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

で
は
、
「
か
か
り
つ
け
医
」と
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
で
は
、
専
門
医
志
向
が
強

い
た
め
「
高
度
医
療
＝
質
の
高
い

医
療
」
と
感
じ
る
方
が
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
超
高
齢

社
会
の
到
来
に
よ
り
多
く
の
患
者

さ
ん
が
複
数
の
疾
患
を
抱
え
る
の

が
当
た
り
前
と
な
り
、
そ
れ
を
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
必
要
が
高
ま

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本

医
師
会
で
は
か
か
り
つ
け
医
を

「
な
ん
で
も
相
談
で
き
る
う
え
、
最

新
の
医
療
情
報
を
熟
知
し
て
、
必

要
な
時
は
専
門
医
を
紹
介
で
き
、

身
近
で
頼
り
に
な
る
地
域
医
療
、

保
健
、
福
祉
を
担
う
総
合
的
な
能

力
を
有
す
る
医
師
」
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
て
ん
こ
盛

り
で
、
口
に
出
し
て
言
う
の
も
恥

ず
か
し
い
く
ら
い
で
す
が
、
一
歩

で
も
近
づ
け
る
よ
う
須
高
医
師
会

と
し
て
も
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
あ
く
ま
で
も
個
人
的
見

解
で
す
が
、
最
近
「
患
者
様
」と
呼

ぶ
の
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。
患
者
さ
ん
中
心
と
い
う
の

は
当
た
り
前
の
話
で
す
が
、
決
し

て
患
者
さ
ん
の
一
方
的
な
要
望
に

従
う
、
い
わ
ゆ
る
「
お
客
様
は
、

神
様
で
す
」
的
な
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
願
え
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
我
々
医
師
も
「
お
医

者
様
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
患
者

さ
ん
と
お
医
者
さ
ん
と
い
う
対
等

な
対
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

続
け
、
お
互
い
が
歩
み
寄
る
双
方

向
性
の
関
わ
り
合
い
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
か
か
り
つ
け
医

地
域
医
療
の
現
状

医
師
不
足
の
要
因

医
師
不
足
に
対
す
る
動
き

ス
の
増
加
も
あ
る
ほ
か
、
医
師
全

体
の
不
足
と
診
療
科
の
偏
在
が
医

師
不
足
を
招
い
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
地
域
の
医
療
機
関
が

無
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
忙
を
極
め
る
医
療
現
場
で
は
、

医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
と
地
域
住
民
が
手
を
取
り
合
っ
て
よ
り
良
い
地
域
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
シ
リ
ー
ズ
で
考
え
て
い
き
ま
す
。

●須高医師会
　下鳥正博会長
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当
院
は
県
立
病
院
機
構
の
病
院

と
し
て
、
二
つ
の
役
割
と
使
命
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
須
高
地
域
の
医
療
の
安

定
的
な
提
供
と
一
層
の
充
実
を
図

る
こ
と
で
す
。
本
年
度
は
東
棟
の

増
築
を
行
い
、
内
視
鏡
診
断
・
治

療
と
外
来
が
ん
化
学
療
法
の
強
化
、

人
間
ド
ッ
ク
を
中
心
と
し
た
健
康

増
進
・
予
防
医
療
の
充
実
、
地
域

の
医
療
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
県
の
政
策
医
療
を

担
い
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
既
存

棟
の
一
部
改
修
を
行
い
、
感
染
症

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
遺
伝
子
検
査

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
が
ん

な
ど
の
慢
性
疾
患
を
中
心
と
す
る

医
療
ニ
ー
ズ
の
増
大
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
安
心
し
て
医
療
が

受
け
ら
れ
る
入
院
機
能
の
強
化
や

退
院
後
も
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
在
宅
医
療

の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
、
こ
う
し
た
課
題

に
対
し
、
必
要
と
さ
れ
る
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
・
充
実
を
図
り
つ

つ
、
将
来
の
医
療
需
要
を
踏
ま
え
、

地
域
の
実
状
に
応
じ
た
医
療
提
供

体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
本
年
３

月
に
「
長
野
県
地
域
医
療
構
想
」を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
充
実

し
て
い
く
た
め
に
は
、
医
師
を
始

●
県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

寺
田
克
院
長

●
長
野
県
医
師
確
保
対
策
室　

　
　
　
　
　
　

牧
弘
志
室
長

室
と
県
立
病
院
機
構
本
部
研
修
セ

ン
タ
ー
の
移
設
・
拡
充
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
地
域
医
療
と
政
策
医

療
を
担
う
当
院
の
役
割
を
よ
り
明

確
に
す
る
た
め
、
病
院
名
を
須
坂

病
院
か
ら
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
に

改
名
し
ま
し
た
。

　

医
療
職
者
の
確
保
、
取
り
分
け

医
師
の
確
保
は
、
医
療
を
安
定
的

に
提
供
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。

機
構
本
部
や
県
医
師
確
保
対
策
室

と
の
情
報
の
共
有
や
関
係
大
学
へ

の
訪
問
な
ど
を
通
じ
、
本
年
度
、

産
婦
人
科
医
３
名
の
常
勤
医
体
制

と
な
り
、
６
月
よ
り
産
科
を
再
開

し
ま
し
た
。
ま
た
、
整
形
外
科
、

循
環
器
内
科
、
眼
科
で
各
１
名
増

員
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い

ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一

端
を
担
う
た
め
、
当
院
は
急
性
期

か
ら
回
復
期
の
医
療
な
ら
び
に
疾

病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
医
療
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
当
院
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

宜
し
く
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

め
と
す
る
医
療
・
介
護
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

特
に
、
医
師
確
保
に
向
け
て
は
、

「
信
州
医
師
確
保
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
」
で
実
施
し
て
い
る
ド
ク
タ

ー
バ
ン
ク
事
業
に
よ
る
県
内
医
療

機
関
へ
の
就
業
支
援
や
医
学
生
修

学
資
金
貸
与
医
師
の
配
置
の
他
、

医
師
の
働
き
や
す
い
環
境
整
備
な

ど
の
取
り
組
み
を
更
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま

え
て
、
長
野
県
の
「
健
康
長
寿
」
の

維
持
・
向
上
と
将
来
へ
の
継
承
を

目
指
し
、
県
民
の
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
を
支
え
る
医
療
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
「
第
７
次
長

野
県
保
健
医
療
計
画
」
の
策
定
に

向
け
て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

県
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
う
し
た
県
の
取
り
組
み
に

ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

自
身
の
最
適
な
医
療
機
関
の
か
か

り
方
な
ど
、
受
療
行
動
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◎
県
内
に
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
医
師
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
地
域
医
療
を
支
え
る
体
制

　

須
高
地
区
で
は
、
在
宅
療
養
者

と
そ
の
家
族
が
24
時
間
安
心
し
て

療
養
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
「
在
宅
医
療
安
心

ネ
ッ
ト
」
を
活
用
し
た
連
携
体
制

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

主
治
医
・
訪
問
看
護
師
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
後
方
支
援
病
院
が

チ
ー
ム
と
な
っ
て
在
宅
療
養
者
を

見
守
る
・
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
の
役
割
と
使
命

効
率
的
な
医
療
提
供
の
た
め
に

在宅療養者・家族

訪問看護
ステーション

主治医

居住介護支援
事業所（ケア
マネジャー）

連携

連携 連携

後方支援 信州医療センター
（急性期病院）
新生病院・轟病院

（在宅療養支援病院）

須坂市・小布施町・
高山村（行政）

■「在宅医療安心ネット」のイメージ図
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除雪作業に、皆さんの
ご協力をお願いします

思いやりの心、みんなの力で安全安心を守りましょう

問合せ　道路河川課（☎026‐248‐9006）

ご注意を

除　雪

　
市
で
は
、
降
雪
時
に
安
全
で
円

滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

迅
速
か
つ
適
切
な
除
雪
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
路
線
と
幹
線
市
道
は
市
が
、

国
道
と
県
道
は
県
が
そ
れ
ぞ
れ
除

雪
し
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
道

路
を
除
雪
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
例
年
に
な
い
大
雪

で
、
凍
結
防
止
剤
散
布
な
ど
の
経

費
を
含
め
、
約
１
億
４
６
０
０
万

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

▼
身
近
な
生
活
道
路
な
ど
の
除
雪

▼
除
雪
ド
ー
ザ
な
ど
に
よ
る
除
雪

作
業
後
、
家
な
ど
の
前
に
残
っ
て

し
ま
う
雪
の
片
付
け

▼
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
除
雪
が
大

変
な
場
合

　

ご
近
所
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

市
道
に
散
布
す
る
た
め
の
凍
結

防
止
剤
を
各
町
区
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

配
布
し
て
い
る
凍
結
防
止
剤
は

環
境
に
配
慮
し
た
製
品
で
、
年
々

値
上
が
り
し
、
財
政
負
担
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
適
切
な
使
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

自
宅
の
周
り
な
ど
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

凍
結
防
止
剤
は
各
町
区
か
ら

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

道
路
や
歩
道
に
障
害
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

道
路
に
駐
車
し
た
り
、
歩
道
に

障
害
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
作
業
の
支
障
に
な
り
ま
す
。

▼
宅
地
な
ど
の
雪
を
道
路
に
出
す

と
、
車
道
が
狭
ま
っ
た
り
し
て
交

通
の
障
害
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶

対
に
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
道
路
の
雪
は
、
歩
行
者
や
車
の

通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

道
路
脇
や
空
き
地
な
ど
に
積
み
上

宅
地
な
ど
の
雪
は
道
路
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

げ
て
く
だ
さ
い
。

▼
雪
を
水
路
に
捨
て
る
と
、
水
が

あ
ふ
れ
て
水
害
が
起
こ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
下
流
域
の
皆
さ
ん
の

迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、
や
め
て

く
だ
さ
い
。

落
雪
に
ご
注
意
を

　

屋
根
に
大
量
の
雪
が
積
も
る
と

大
変
危
険
で
す
。
屋
根
の
上
の
積

雪
量
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
屋
根
に
落
下
防
止
の
器

具
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、
危
険
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

たまった雪は指定の場所に捨ててください

開場時間…午前８時～午後５時

至上八町

南原町

百々川百々川
臥
竜
橋

豊島団地

小布施ハイウ
ェイオアシス

大
豊
橋

至北相之島

松　川松　川

高
甫
橋

県民運動
広場西

　たまった雪は、市が指定している２カ所の排雪場所に捨

ててください。（図の　　 の場所）

　雪と一緒に、ごみを捨てるのは絶対にやめてください。

※奥から整然と捨ててください。

野球場
県民須坂
運動広場

庭球場動物園

村山町区長

黒岩厚さん

　

村
山
町
区
で
は
昔
か
ら
、
積

雪
が
15
㎝
を
越
え
た
場
合
に
、

隣
組
ご
と
に
決
め
た
区
割
の
道

路
や
歩
道
を
除
雪
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
除
雪
活
動
を
紹
介
し
ま
す

　

地
区
の
特
性
と
し
て
、
敷
地

が
広
く
隣
家
ま
で
の
距
離
が
長

い
家
が
多
い
た
め
、
除
雪
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
量
が
多
い

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、「
業
者
に

委
託
し
て
で
も
負
担
を
減
ら
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
が
、
隣
組
ご
と
に
除
雪
を

す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に
助
け

合
え
る
利
点
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
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募　集

市役所嘱託・臨時職員募集

申込・問合せ　▼総務課（☎026‐248‐9000）▼学校教育課（☎026‐248‐9010）

　　　　　　　〒382‐8511　須坂市役所（住所不要）

募集職種・受験資格　上表のとおり

募集人員　各職種とも若干人

申込方法　総務課にある試験申込書に必要事項を記入し、持参または郵送してください。

　　　　　※申込書を郵送で請求する場合は、返信用封筒（82円切手を貼付）を同封してください。

　　　　　　申込書は市ホームページからもダウンロードできます。

申込期限　平成30年１月12日㈮（郵送の場合、当日の消印有効）

面接試験　１月24日㈬～31日㈬の予定（職種で試験日が異なります）

任　　用　登録制です。４月から雇用とは限りません。（雇用しない場合もあります）

社会保険など　勤務日数・勤務時間が一定以上の方は、社会保険と雇用保険に加入します。

○一般事務

○徴収員

○保健師

○看護師

○社会福祉士

○管理栄養士

○学芸員

○理学療法士・作業療法士

○栄養士

○介護支援専門員

○現業（施設管理などの業務）

○電気・機械（設備管理維持などの業務）

○歯科衛生士

●家庭児童相談員

●青少年指導員（市役所での業務）

●調理技術員

○一般事務　

○現業

○一般事務

○一般事務（料金徴収・各種検診受付時の事務）

○保健師

○看護師

○歯科衛生士

○介護支援専門員

○現業

●保育事務（保育園の事務など）

●保育キーパー（保育園の施設管理、保育補助業務）

●放課後児童支援員（児童センター・児童クラブ

　での業務）

●教員補助員（小・中学校での教員補助業務）

●調理技術員

▼一般事務…パソコン操作の経験

受付期間　12月11日㈪～平成30年1月12日㈮

　原則として応募日現在、須坂市に住

所を有する方を優先（市外の方も可）

募集職種
必要な経験・資格・免許

　（取得見込みを含む）

住所要件

（月額報酬・１

年以内の雇用）

嘱託職員

（日額賃金・１

年以内の雇用）

臨時職員１種

（時間賃金・１

日７時間以内、

１年以内のパ

ート雇用）

臨時職員２種

○の問い合わせは総務課へ
●の問い合わせは学校教育課へ

▼徴収員…パソコン操作の経験

▼保健師…保健師免許

▼看護師…看護師免許

▼社会福祉士…社会福祉士資格

▼管理栄養士…管理栄養士免許

▼学芸員…学芸員資格

▼理学療法士・作業療法士…理学療法

　士免許・作業療法士免許

▼栄養士…栄養士免許

▼介護支援専門員…介護支援専門員資格

▼電気・機械…民間企業などで電気や

　機械設備の設計・施工管理などに携

　わった経験

▼歯科衛生士…歯科衛生士免許

▼家庭児童相談員…▽児童福祉司任用

　資格▽社会福祉士▽保育士▽幼稚園

　教諭▽教員免許▽保健師のいずれか

　の資格を有し、実務に携わった経験

▼青少年指導員…教員免許
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４
月
に
小
・
中
学
校
で
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

須
坂
市
の
小
・
中
学
校
全
体
の

指
導
の
充
実
や
学
習
状
況
の
改
善

を
目
的
に
、
結
果
の
分
析
・
考
察

を
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
調
査
日
】

平
成
29
年
４
月
18
日
㈫

【
対
象
】　

▼
小
学
校
６
年
生
…
４
２
８
人

▼
中
学
校
３
年
生
…
４
４
３
人

【
調
査
内
容
】

■
教
科
に
関
す
る
調
査

小
学
校
６
年
生
（
調
査
結
果
の
概

要
は
、
下
表
参
照
）

▼
国
語
（
Ａ
・
Ｂ
）

▼
算
数
（
Ａ
・
Ｂ
）

中
学
校
３
年
生
（
調
査
結
果
の
概

要
は
、
左
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

▼
国
語
（
Ａ
・
Ｂ
）

▼
数
学
（
Ａ
・
Ｂ
）

※
Ａ
は
、
主
と
し
て
「
知
識
」
に
関

す
る
問
題
、
Ｂ
は
、
主
と
し
て
「
活

用
」
に
関
す
る
問
題
で
す
。

■
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
な
ど
に

関
す
る
質
問
紙
調
査
（
調
査
結
果

の
概
要
は
、
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

平成29年度「全国学力・学習状況調査」
結果の分析と考察

問合せ　学校教育課（☎026‐248‐9010）

教　育

調
査
の
対
象
者
と
内
容

■教科に関する調査結果の概要（小学校６年生）

調査内容

国語Ａ
全国平均と

ほぼ同程度

全国平均と

ほぼ同程度

全国平均を

やや下回る

全国平均と

ほぼ同程度

　下表の▼は考察（領域別平均正答率から成果や課題）、◆は対策（今後の指導に生かしたいこと）

を記述しています。

国語Ｂ

算数Ａ

算数Ｂ

考察および対策
市全体の

平均正答率

▼「話す・聞く」「書く」「読む」「伝統的な言語文化」の力がバラン

　スよく付いてきています。特に、物語の情景を読み取るよう

　な設問はよくできています。

◆読書チャレンジの取り組みなど、これまで行ってきたことが

　力になっていると思われます。今後も子どもたちが本や新聞

　といった読み物に親しむ機会を大切にしていきます。

▼全体的には力が付いてきていますが、「聞くこと」に関わる設

　問で課題が見られます。

◆友だちの話を聞こうとする姿勢はできています。それに加え、

　「ポイントを明確にしながら聞く」、「話し手の意図を考えなが

　ら聞く」ような学習に取り組んでいきます。

▼問題文や表、グラフの中から適切な数値を選び、求め方を言

　葉や式で表すことに課題があります。

◆算数で学習したことを日常生活の事象に結びつけて考えるこ

　とを大事にしながら、表やグラフなどを用いて問題解決をし

　ていく活動を考えていきます。

▼基礎的な計算はほぼ身に付いていますが、「最小公倍数を求

　めること」、「数量の関係を数直線上に表すこと」に課題があり

　ます。

◆整数の性質についての一層の理解と定着を図っていきます。

　また、問題場面を図や数直線に表す活動を行い、数量関係を

　分かりやすくする工夫をしていきます。
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学
習
意
欲
や
学
習
方
法
、
学
習

環
境
、
生
活
の
諸
側
面
な
ど
に
関

す
る
調
査
で
す
。

【
自
己
肯
定
感
の
高
い
児
童
生
徒

 

が
８
割
を
超
え
る
】

　

「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
児
童
生
徒
は
、

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」も
含
め
、

小
中
と
も
に
８
割
を
超
え
て
全
国

平
均
を
か
な
り
上
回
り
ま
し
た
。

特
に
中
学
は
、
全
国
よ
り
も
１
割

以
上
高
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

【
全
国
よ
り
も
上
回
っ
て
い
る
質

 

問
項
目
】

　

自
己
肯
定
感
の
他
に
、

▼
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る

▼
人
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
り
た

　

い
と
思
っ
て
い
る

▼
人
が
困
っ
て
い
る
と
き
は
、
進

　

ん
で
助
け
る

▼
家
で
宿
題
を
し
て
い
る　

な
ど

【
全
国
よ
り
も
下
回
っ
て
い
る
質

 

問
項
目
】

▼
予
習
や
復
習
を
し
て
い
る

▼
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

の
使
い
方
に
つ
い
て
家
の
人
と

　

約
束
し
た
こ
と
を
守
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
は
学
力

と
相
関
関
係
に
あ
る
も
の
が
多
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
な
ど

に
関
す
る
質
問
紙
調
査
の
結

果
概
要

　

学
校
で
は
、
地
域
や
社
会
の
問

題
を
グ
ル
ー
プ
で
協
議
し
た
り
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
り
し
て
、

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
発
表
す

る
活
動
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
は
、
朝
食
の
大
切
さ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ゲ
ー
ム
利

用
の
ル
ー
ル
な
ど
を
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
宿
題
は
復
習
と
い
う
意
識
に
】

　

調
査
の
中
で
、「
家
で
宿
題
を
し

て
い
る
」
割
合
は
小
中
と
も
に
９

割
以
上
で
す
が
、「
復
習
を
し
て
い

る
」
と
回
答
し
て
い
る
割
合
は
４

～
５
割
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

先
生
は
、
学
習
し
た
こ
と
を
よ

り
確
実
に
覚
え
る
た
め
に
宿
題
を

出
し
て
い
ま
す
が
、
児
童
生
徒
に

と
っ
て
は
「
宿
題
は
復
習
」と
い
う

意
識
は
薄
い
よ
う
で
す
。

　

市
で
は
、
「
学
ぶ
力
」を
伸
ば
し

て
い
く
た
め
に
は
家
庭
で
の
学
習

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
、「
家
庭
学
習
の
手

引
き
」
を
作
成
し
、
保
護
者
へ
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
家
庭
で
復
習
で
き

る
よ
う
に
宿
題
の
工
夫
に
も
努
め

て
い
ま
す
。

　

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
た

め
、
各
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
子
ど
も
た
ち
の
家
庭
学
習
の

充
実
に
向
け
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■教科に関する調査結果の概要（中学校３年生）

調査内容

国語Ａ
全国平均を

やや上回る

全国平均を

やや上回る

全国平均を

やや下回る

全国平均を

やや下回る

　下表の▼は考察（領域別平均正答率から成果や課題）、◆は対策（今後の指導に生かしたいこと）

を記述しています。

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

考察および対策
市全体の

平均正答率

▼「話す・聞く」「書く」「読む」「伝統的な言語文化」の４領域はいずれ

　もできています。特に、漢字を文脈の中で正しく書く力が付いて

　います。しかし、話の構成を考えながら、聞き手に分かりやすく

　話すことにやや課題が見られます。

◆話す目的や相手意識を明確にしてスピーチを行い、相互の発表か

　ら学び合えるような活動を取り入れていきます。

▼言葉の表現技法に関する設問で課題が見られます。

◆比喩などの表現技法については、知識の定着にとどまらず、そこ

　から感じたことや考えたことを具体的に書けるよう、学習を工夫

　していきます。

▼全国平均と比べ「関数」領域で上回っています。一方、理由や方法

　を説明する問題に特に課題があります。

◆授業では、答えが出たあと、理由を考えたり、方法を説明したり

　することを大切に扱い、より深い学びを目指します。

▼全国平均と比べ「数と式」「関数」領域では上回っています。特に基

　本的な計算や「比例」について、力が付いてきています。一方、「図

　形」「資料の活用」領域では、数学的な用語の理解に課題がありま

　す。

◆数学的な用語の理解が不確実なので、用語を用いて説明したり、

　話し合わせたりする活動を取り入れます。
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見逃さないで！

～うつ病の症状・種類・対応～

問合せ　保健センター（☎026‐248‐9023）

健康だより

　

気
分
の
落
ち
込
み
は
多
く
の
場

合
数
日
で
回
復
し
ま
す
が
、
気
持

ち
が
沈
ん
だ
状
態
が
１
カ
月
以
上

続
く
場
合
は
、
う
つ
病
の
可
能
性

が
高
い
で
す
。

　

う
つ
病
は
、
脳
の
神
経
伝
達
物

質
の
働
き
が
低
下
し
て
治
療
が
必

要
な
状
態
で
す
。

　

性
別
や
年
代
、
持
病
の
有
無
に

よ
り
、
う
つ
病
に
な
る
可
能
性
が

高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
老
人
性
う
つ
病
】

　

高
齢
者
で
は
か
ら
だ
の
衰
え
に
、

配
偶
者
や
友
人
と
の
離
別
な
ど
の

喪そ
う
し
つ失

体
験
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
が
加

わ
っ
て
、
う
つ
病
に
な
り
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
の
置
き
所
が
な
い
、
物
覚
え

が
悪
く
な
っ
た
と
い
っ
た
不
安
感

が
強
く
出
た
り
、
か
ら
だ
の
症
状

が
前
面
に
出
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
慢
性
的
な
病
気
と
う
つ
病
】

　

糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
慢
性
的

な
病
気
は
、
治
療
や
日
常
生
活
の

管
理
が
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
、
時

に
う
つ
状
態
を
伴
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

「
病
気
だ
か
ら
し
か
た
な
い
…
」

と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
治

【
こ
こ
ろ
の
症
状
】

▼
気
分
が
落
ち
込
み
、
ゆ
う
う
つ 

　

な
気
分
に
な
る

▼
焦
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る

▼
集
中
力
が
な
く
な
り
能
率
が
低

　

下
す
る

▼
何
を
す
る
に
も
お
っ

　

く
う
に
な
る

　

厚
生
労
働
省
の
研
究
で
は
、
う

つ
病
の
有
病
者
は
6.5
％
と
報
告
さ

れ
て
お
り
、
約
15
人
に
１
人
が
一

生
に
一
度
は
う
つ
病
に
か
か
る
可

能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

「
気
分
の
落
ち
込
み
」
と
「
う

つ
病
」
は
違
い
ま
す

う
つ
病
の
タ
イ
プ

う
つ
病
の
対
応

不
安
な
気
持
ち
、
話
し
て
み

ま
せ
ん
か

講
座
・
教
室
に
ご
参
加
く
だ

さ
い

う
つ
病
は
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
症
状
が
あ
り
ま
す

う
つ
病
は
珍
し
い
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
保
健
師
に

　

よ
る
相
談

▼
悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

（
相
談
・
通
話
無
料
）

（
☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
３
３
）

と　

き　

月
～
金
曜
日
（
12
月
29

日
～
１
月
３
日
・
祝
日
除
く
）
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
相
談
は
匿
名
で
も
可
能
で
す

引
用
：
こ
こ
ろ
の
く
す
り
箱

-

う
つ
か
も
し
れ
な
い
あ
な
た
へ-

【
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座
】

と　

き　

平
成
30
年
１
月
28
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

講　

演　

「
大
切
な
人
を
う
つ
か

ら
守
る
た
め
に
～
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
～
」

講　

師　

山
口
律
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
う
つ
・
気
分
障
害
協
会
）

参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

【
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室
】

　

月
に
一
回
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
て
い
ま
す
（
12
月
の
詳
細

は
24
ペ
ー
ジ
参
照
）
。

　

内
容
な
ど
詳
細
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
か
ら
だ
の
症
状
】

▼
眠
れ
な
い

▼
食
欲
が
な
く
な
る

▼
体
重
が
増
減
す
る

▼
自
律
神
経
の
障
害
（
動ど

う

き悸
、
息

　

切
れ
、
め
ま
い
、
冷
や
汗
、
だ

　

る
さ
な
ど
）

▼
ホ
ル
モ
ン
の
障
害
（
生
理
不
順
、

　

性
欲
低
下
な
ど
）

療
意
欲
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

【
女
性
の
う
つ
病
】

　

女
性
は
男
性
の
２
倍
う
つ
病
に

な
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
月
経
（
女
性
ホ
ル
モ

ン
）
と
関
係
し
て
い
て
、
女
性
特

有
の
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
や
す
い
月

経
前
や
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
期
、

更
年
期
は
症
状
が
出
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
早
期
に
適
切
な
治

療
を
受
け
れ
ば
治
る
病
気
で
す
。

し
か
し
、
放
っ
て
お
く
と
慢
性
化

し
や
す
く
、
再
発
し
や
す
い
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

病
気
を
治
す
た
め
に
は
、
十
分

な
休
養
を
と
る
こ
と
や
こ
こ
ろ
の

負
担
と
な
っ
て
い
る
環
境
の
調
整

も
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て

主
治
医
と
内
服
や
治
療
法
な
ど
も

相
談
し
ま
し
ょ
う
。　
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問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

イ
ベ
ン
ト

動
物
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

カ
ピ
バ
ラ
温
泉
で

写
真
を
撮
ろ
う

動
物
た
ち
に
年
賀
状
を
送
ろ
う

冬
至
イ
ベ
ン
ト

メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
Ｚ
Ｏ
Ｏ

動
物
園
で
ハ
ッ
ピ
ー
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

ら
な
い
・
他
人
に
う
つ
さ

な
い
た
め
に

こ
ん
な
と
き
は

感
染
症
情
報

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
、

冬
か
ら
春
先
に
か
け
て
流
行
し

ま
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）
。
38
度
以

上
の
発
熱
や
頭
痛
、
関
節
痛
な

ど
が
主
な
症
状
で
、
比
較
的
急

速
に
現
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
Ａ
型
・
Ｂ
型
と
も
に
流

行
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
表
面
な

ど
に
24
～
48
時
間
生
存
し
ま
す
。

ド
ア
ノ
ブ
や
テ
ー
ブ
ル
、
パ
ソ

コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
か
ら

も
感
染
す
る
の
で
、
こ
ま
め
に

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
予
防
接
種
を
検
討
し
ま
し
ょ

う
。
日
本
臨
床
内
科
医
会
は
「
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
有
効
性
が
高
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

▼
咳
や
く
し
ゃ
み
の
し
ぶ
き
は

約
２
ｍ
先
ま
で
拡
散
す
る
の
で
、

咳
な
ど
が
出
る
と
き
は
マ
ス
ク

を
し
た
り
、
鼻
・
口
を
手
で
覆

う
な
ど
、
他
の
人
に
顔
を
向
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る

季
節
に
な
り
ま
し
た

問
合
せ　

地
域
医
療
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
室
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
１
０
１
）

９ ３１11 ５ ６ ７ ８10 ４２12 （月）
０

600

200

800

400

（人）（「感染症情報収集システム」より）

インフルエンザによる市内の園・学校欠席者数

０

１ １

１

２

122751
79

３

22
188

416
124

265

644
484

25

０ ０

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。し
っ
か

り
と
予
防
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
方
と
接
触
し
た
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
予
防
内
服
を
す

る
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
飲

む
）
と
効
果
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
・

診
療
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
喉
を
守
る
た
め
50
～
60
％
の

湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
高
齢
者
の
方
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
飲
む
と
一
般

的
に
25
時
間
前
後
で
熱
が
下
が

り
ま
す
。
し
か
し
、
２
～
３
日

熱
が
下
が
ら
ず
咳
や
痰
が
多
く

な
っ
た
場
合
は
「
肺
炎
」
も
疑

い
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

最
新
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
須
高
地
域
感
染
症
情
報
」で

お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

平成28～29年
平成27～28年

　

温
泉
に
入
る
カ
ピ
バ
ラ
と
写
真

を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期　

間　

12
月
～
平
成
30
年
２
月

の
土･

日･

祝
日
▼
午
前
11
時
～
▼

午
後
２
時
～

対　

象　

１
組
（
各
回
と
も
開
始

30
分
前
に
先
着
順
５
組
に
抽
選
券

を
配
布
し
、
抽
選
）

と　

き　

▼
12
月
23
日
㈯
▼
24
日
㈰

内　

容　

▼
サ
ン
タ
が
動
物
園
で

あ
な
た
の
夢
を
叶
え
ま
す
（
募
集

は
締
め
切
り
ま
し
た
）
▼
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
工
作
教
室
▼
動
物
た

ち
に
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

あ
げ
よ
う　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

動
物
園
に
い
る
好
き
な
動
物
に

年
賀
状
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
抽

選
で
１
０
０
人
の
方
に
動
物
園
入

園
券
付
き
「
写
真
付
年
賀
状
」が
届

き
ま
す
。

※
年
賀
状
は
、
動
物
園
内
「
フ
レ
ン

Ｚ
Ｏ
Ｏ
」や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
15
日
㈮
～
平
成

30
年
１
月
15
日
㈪

送
付
先　
　

〒
３
８
２
‐
０
０
２
８

須
坂
市
臥
竜
２
‐
４
‐
８　

須
坂
市

動
物
園

　

ゆ
ず
湯
ほ
か
、
動
物
達
へ
冬
至

に
ち
な
ん
だ
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
エ
サ
や
り
体
験
あ
り
）を
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
22
日
㈮

　

お
み
く
じ
を
引
い
て
、
新
年
の

運
だ
め
し
を
し
ま
し
ょ
う
。
素
敵

な
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

と　

き　

平
成
30
年
１
月
１
日
㈪

～
３
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
入
園
は
午
後
２
時
30
分
ま
で

　12月29日㈮～
31日㈰は休園し
ます。

【休園のお知らせ】
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みんなが助け合い地域で暮らせる
社会をつくりましょう

福　祉

問合せ　福祉課（☎026‐248‐9003）

　

須
坂
市
は
「
障
が
い
の
あ
る
方

も
な
い
方
も
、
み
ん
な
同
じ
く
、

い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
お
互
い
が
尊
重
し
合

い
、
支
え
合
う
社
会
に
向
け
て
理

解
と
行
動
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

【
障
害
者
虐
待
防
止
法
と
は
】

　

障
が
い
者
の
あ
た
り
ま
え
の
生

活
を
守
り
、
虐
待
に
よ
っ
て
障
が

い
者
の
権
利
や
尊
厳
が
お
び
や
か

さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
法
律
で
す
。

　

障
が
い
者
の
安
定
し
た
生
活
や

社
会
参
加
を
助
け
る
た
め
に
、
皆

さ
ん
で
虐
待
の
防
止
に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

【
虐
待
の
分
類
】

■
養
護
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
者
の
生
活
の
世
話
や
金

銭
の
管
理
な
ど
を
し
て
い
る
家
族

や
親
族
、
同
居
す
る
人
に
よ
る
虐

待
。

■
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
な
ど

　

に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

障
害
者
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
で
働
い
て
い

る
職
員
に
よ
る
虐
待
。

■
使
用
者
に
よ
る
障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業

主
な
ど
に
よ
る
虐
待
。

【
虐
待
の
例
】　

■
身
体
的
虐
待

　

障
が
い
者
の
体
に
傷
や
痛
み
を

負
わ
せ
る
暴
行
を
加
え
る
こ
と
。

ま
た
、
正
当
な
理
由
な
く
、
身
動
き

が
と
れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

■
性
的
虐
待

　

障
が
い
者
に
無
理
や
り
（
ま
た

は
同
意
と
見
せ
か
け
）
わ
い
せ
つ

な
こ
と
を
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す

る
こ
と
。

■
心
理
的
虐
待

　

障
が
い
者
を
侮
辱
し
た
り
拒
絶

し
た
り
す
る
よ
う
な
言
葉
や
態
度

で
、精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

■
放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ

な
ど
の
世
話
や
介
助
を
せ
ず
、障
が

い
者
の
心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と
。

■
経
済
的
虐
待　

　

本
人
の
同
意
な
し
に
、
障
が
い

者
の
財
産
や
年
金
、
賃
金
な
ど
を

使
う
こ
と
。
ま
た
、
障
が
い
者
に

理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と
。

【
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
通
報
を
】

　

虐
待
を
通
報
し
た
方
や
届
け
出

を
し
た
方
を
特
定
す
る
情
報
は
慎

重
に
取
り
扱
わ
れ
、
市
職
員
に
は

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
報
者
が
施
設
職
員
の
場
合
は
、

通
報
を
理
由
に
解
雇
な
ど
を
す
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
報
は
匿
名
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
養
護
者
へ
の
支
援
】

　

養
護
者
に
よ
る
虐
待
の
要
因
は
、

介
護
疲
れ
や
障
が
い
に
対
す
る
知

識
不
足
、
養
護
者
自
身
の
障
が
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

虐
待
を
し
て
し
ま
う
養
護
者
を

含
む
家
族
全
体
を
地
域
ぐ
る
み
で

支
援
す
る
こ
と
が
、
虐
待
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔

て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
と
も
に
生

き
る
社
会
を
目
指
す
た
め
の
法
律

で
す
。

【
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
】

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障

が
い
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に「
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
が

施
行
さ
れ
て
い
ま
す

障
が
い
者
虐
待
防
止
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う

※ヘルプカ
ードの詳細
は、お問い
合わせくだ
さい。

　「ヘルプカード」は、障がいのある方が

周囲に助けを求める手段の一つです。

　手助けをしてほしいことなどをあらか

じめカードに書き、日常的な場面でちょ

っとした手助けがほしいときや具合が悪

くなったときなどの緊急時や災害時に

カード示すことで、周囲の手助けや気配

りをお願いしやすくするものです。

配布場所　▼福祉課（窓口８番・本庁舎

１階）▼須高地域総合支援センター（須

坂ショッピングセンター内）

「ヘルプカード」を配布しています

【
虐
待
の
通
知
や
養
護
者
へ
の

 

支
援
窓
口
】

▼
月
～
金
曜
日
（
12
月
29
日
～
１

月
３
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
…
須
坂
市
障
害

者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
課

内
）

☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
３

▼
右
記
時
間
外
と
土
・
日
曜
日
、

祝
日
…
市
役
所
（
宿
直
）

☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
４
０
０
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環　境

12月～１月は重点取り組み期間です

「残さず食べよう！3
さんまる

0・1
いちまる

0運動」

問合せ　生活環境課（☎026‐248‐9019）

　

冬
は
宴
会
が
増
え
る
時
期
で
す
。

幹
事
の
皆
さ
ん
は
左
の
呼
び
か
け

例
を
参
考
に
、
宴
会
開
始
時
や
お

開
き
の
前
に
食
べ
き
り
を
呼
び
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　

「
も
っ
た
い
な
い
」を
合
言
葉
に

気
持
ち
の
良
い
宴
会
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

宴
会
の
最
初
の
30
分
と
最
後
の

10
分
は
、
自
分
の
席
に
つ
い
て
お

料
理
を
楽
し
み
、
食
べ
残
し
（
食

品
ロ
ス
）
を
減
ら
そ
う
、
と
い
う

運
動
で
す
。

食
べ
残
し
の
な
い
宴
会
を

「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！

 

30
・
10
運
動
」と
は

　

飲
食
店
・
宿
泊
施
設
・
食
料
品

販
売
関
連
事
業
者
の
方
を
対
象
に

し
た
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
協
力

店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

食
べ
残
し
を
減
ら
す
呼
び
か
け

や
小
盛
メ
ニ
ュ
ー
の
導
入
な
ど
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
お
店
は
、
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
接
続
で
き
ま
す
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

▼
長
野
地
域
振
興
局
環
境

課（
☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
５
３
３
）

▼
長
野
県
資
源
循
環
推
進
課

（
☎
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
８
１
）

食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
協
力

店
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

宴会開始時（乾杯後）の呼びかけ例

「食べ残しのない宴会」５か条

　須坂市では「30・10運動」に取り組んでい

ます。これは宴会の最初の30分と最後の10

分は自分の席で食事を楽しみ「食べ残しを

減らしましょう」という取り組みです。

　私たちもこれに賛同し、最初の30分と最

後の10分はお酌にまわらずに、自分の席で

食事を楽しみたいと思いますので、ご協力

をお願いします。

①まずは適量を注文しましょう

②幹事さんから「おいしく食べきろう！」

　の声かけをしましょう

③最初の 30分と最後の 10分は席を立たず

　にしっかり食べましょう

④食べきれない料理は仲間で分け合いまし

　ょう

⑤それでも残った時は、料理を持ち帰れる

　か、お店の方に確認しましょう

消
　
防

消
防
器
材
な
ど
を
更
新
・
整
備

し
ま
し
た

問
合
せ　

消
防
本
部
警
防
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
４
９
０
０
）

消
防
資
機
材
・
消
火
栓
器
具
箱

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

で
あ
る
「
地
域
活
動
助
成
事
業
」を

活
用
し
、
公
益
財
団
法
人
長
野
県

市
町
村
振
興
協
会
よ
り
宝
く
じ
の

助
成
を
受
け
て
、「
消
火
栓
器
具
箱

一
式
」（
写
真
①
、
②
）を
市
内
７
自

治
会
11
箇
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
10
月
17
日
）

小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
き

積
載
車

　

市
消
防
団
第
２
分
団
２
部
（
小

山
町
）と
第
３
分
団
２
部（
北
横
町
）

の
「
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
付
き

積
載
車
一
式
」
（
写
真
⑤
）を
更
新

し
ま
し
た
。　
　
　

（
11
月
６
日
）

▲写真②

▲写真①

▲写真③

▲写真④

▲写真⑤

　

ま
た
同
様
の
助
成
を
受
け
て
、

市
消
防
団
第
７
分
団
３
部
（
中
島

町
）
に
、「
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
」

（
写
真
③
）
、「
消
防
ホ
ー
ス
な
ど
の

消
防
資
機
材
一
式
」（
写
真
④
）
を

更
新
し
ま
し
た
。　

（
10
月
31
日
）
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【
死
亡
届
と
婚
姻
届
の
受
け
付
け
】

▼
死
亡
届
の
受
け
付
け
や
埋
葬
・
火

葬
許
可
証
の
発
行
は
毎
日
行
い
ま
す
。

平
日
の
夜
間
や
休
日
、
年
末
年
始

は
、
宿
直
の
窓
口
（
市
役
所
本
庁

舎
西
側
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
婚
姻
届
を
平
日（
土
曜
日
を
除
く
）

の
夜
間
や
休
日
、
年
末
年
始
に
提

出
す
る
場
合
は
、
必
ず
提
出
希
望

日
前
の
開
庁
時
間
内
に
市
民
課（
窓

口
１
番
・
本
庁
舎
１
階
）で
書
類
の

事
前
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
開
庁
（
営
業
）
時
間
は
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
で
す
。

問
合
せ　

▼
市
民
課
（
☎
２
４
８
‐

９
０
０
２
）
▼
市
役
所
代
表
電
話

番
号
（
☎
２
４
５
‐
１
４
０
０
）

【
漏
水
な
ど
の
場
合
】

　

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
連
絡
し
、
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

塩
野
浄
水
場

（
☎
２
４
５
‐
１
４
０
２
）

市
役
所

生　活

年末年始の主な生活関連
施設などのご案内
12月28日㈭～平成30年１月４日㈭の営業は下表のとおりです

ご
み
の
収
集

清
掃
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　

午
前
８
時
40
分
～
午

し
尿
の
収
集

　

年
内
は
12
月
28
日
㈭
ま
で
収
集

し
ま
す
。
12
月
20
日
㈬
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

環
境
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
（
☎
２
４
５
‐
９
４
０
０
）

松
川
苑（
火
葬
場
）

　

１
月
１
日
㈪
の
み
休
業
し
ま
す
。

問
合
せ　

松
川
苑

（
☎
２
４
５
‐
２
２
６
８
）

す
ざ
か
市
民
バ
ス

▼
明
徳
団
地
線
・
北
相
之
島
線
・

米
子
線
・
お
は
よ
う
ラ
イ
ナ
ー
（
米

子
明
徳
線
・
仙
仁
豊
丘
線
）
・
お
か

え
り
ラ
イ
ナ
ー
の
運
休
日
…
12
月

30
日
㈯
～
１
月
３
日
㈬

※
米
子
線
は
１
月
１
日
㈪
は
運
行

す
ざ
か
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

申
込
期
限
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

12
月
29
日
㈮
～
１
月
３
日
㈬
は

運
休
し
ま
す
。

申
込
期
限　

▼
午
前
の
便
…
利
用

希
望
日
の
前
日
の
午
後
８
時
ま
で

▼
午
後
の
便
…
利
用
希
望
日
の
午

前
11
時
ま
で

※
予
約
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～

午
後
８
時
（
正
午
～
午
後
１
時
は

除
く
）
で
す
。

申　

込　

す
ざ
か
乗
合
タ
ク
シ
ー

予
約
セ
ン
タ
ー

（
☎
／

２
４
８
‐
０
７
７
７
）

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

後
４
時
30
分
（
12
月
30
日
㈯
は
午

前
８
時
40
分
～
正
午
ま
で
）

問
合
せ　

清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
６
‐
９
０
０
０
）

　

12
月
31
日
㈰
の
み
午
後
６
時
に

閉
館
（
最
終
入
館
時
間
は
午
後
５

時
）
し
ま
す
。

問
合
せ　

湯
っ
蔵
ん
ど

（
☎
２
４
８
‐
６
８
６
８
）

　詳しくは、各施設などへ

直接お問い合わせください。

※市外局番はすべて☎026で

す。

湯
っ
蔵
ん
ど

　

１
月
６
日
㈯
よ
り
通
常
営
業（
毎

週
土
・
日
曜
日
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
）
し
ま
す
。

問
合
せ　

男
女
共
同
参
画
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
４
）

エ
コ
サ
ポ
ー
ト
す
ざ
か

市役所（水道業務含む）

ごみの収集

清掃センター

エコサポートすざか

し尿の収集

松川苑（火葬場）

すざか市民バス

すざか乗合タクシー

湯っ蔵んど

28日㈭ 29日㈮ 30日㈯ 31日㈰ １日㈪ ２日㈫ ３日㈬ ４日㈭

12月 １月
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×

△

×
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〇

△
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〇

×

×

×

×

×

〇

△

×

△

×

×

×

　

×

×

△

×

〇

×

×

×

　

×

〇

△

×

〇

×

×

×

　

×

〇

△

×

〇

○

○

○

　

〇

〇

〇

〇

〇

－

－

－ － － － －

〇…営業 △…一部営業
×…休み 　…営業なし

　

詳
細
は
全
戸
配
布
し
た
「
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
９
）

▼
仙
仁
線
は
毎
日
運
行
し
ま
す
。

▼
長
電
バ
ス
の
山
田
温
泉
線
・
須

坂
屋
島
線
・
屋
代
須
坂
線
は
毎
日

運
行
し
ま
す
が
、
運
休
す
る
便
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

▼
長
電
バ
ス（
☎
２
９
６

‐
３
２
０
８
）▼
市
民
課（
☎
２
４
８

‐
９
０
０
２
）
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市長の

いきいき
　　通信

平
成
29
年
の
漢
字「
義
」

　

今
年
は
、
堀
直
虎
没
後
１
５
０
年
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
月
の
「S

t
r
a
i
g
h
t
 
T
i
g
e
r
 

直
虎
」

は
、
２
回
の
公
演
が
ほ
ぼ
満
席
に
な
り
、
再
演
の
要
望
も
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
須
坂
市
立
博
物
館
で
は
、
「
須
坂
藩
堀
家
14
代
」

の
特
別
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
偶
然
で
す
が
『
ハ
ー
バ
ー

ド
日
本
史
教
室
』（
佐
藤
智
恵
著
・
中
公
新
書
ラ
ク
レ
）で
、
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
の
デ
ビ
ッ
ド
・
ハ
ウ
エ
ル
教
授
が
、「
あ
ま
た
の
武
士
の

中
で
お
気
に
入
り
は
、
堀
直
虎
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
（
こ
れ
も

偶
然
で
す
が
、
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
「
女
城
主 

直
虎
」

が
放
送
さ
れ
、
「
直
虎
」
の
ご
縁
で
浜
松
市
と
良
い
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
）
。

　

毎
年
、
12
月
に
な
る
と
そ
の
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
一
字
が
、

発
表
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
の
須
坂
市
を
漢
字
一
字
と
し
て
私
が
表

す
と
し
た
ら
「
義
」で
す
。
「
義
」と
は
、
儒
教
の
五
常
「
仁
、義
、
礼
、

智
、
信
」
の
中
で
、
堀
直
虎
が
一
番
大
事
に
し
て
い
た
徳
目
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
堀
直
虎
が
多
く
の
人
々
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
の

は
、
幕
末
と
い
う
激
動
、
混
乱
の
時
代
に
「
義
」
、
す
な
わ
ち
「
人

と
し
て
守
る
べ
き
正
し
い
道
」を
実
践
し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

「
義
」
に
は
、
「
公
共
の
た
め
に
尽
く
す
」と
い
う
意
味
も
あ
り
ま

す
。
本
年
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
須
坂
市
保
健
補
導
員
会
、
ま

た
、
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
民
生
委
員
制
度
は
、
こ
の
意
味

の
「
義
」
の
体
現
者
で
す
。 

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」
を
毎
週
木
曜
日

に
お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

講
　
座

と　

き　

12
月
15
日
㈮
午
後
５
時

30
分
～
８
時
30
分　

と
こ
ろ　

聴
講
料　

５
０
０
円
（
学
生
無
料
・

パ
ー
テ
ィ
ー
代
含
む
）

■
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演　

▼
村
石
達
哉
さ
ん
▼
綿

　

貫
舞
乃
さ
ん
▼
山
田
亜
理
沙
さ
ん

■
講
義

　

「
妻
と
し
て
・
女
優
と
し
て

　

 

～
夫
・
大
島
渚
と
過
ご
し
た

　

 

日
々
～
」

　

講
師　

小
山
明
子
さ
ん
（
女
優
）

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル（
小
ホ
ー
ル
）

と　

き　

12
月
16
日
㈯
午
前
９
時

～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
（
大
ホ

ー
ル
）

　

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育
む
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
ま
ち
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ａ
」を

テ
ー
マ
に
、
全
国
や
世
界
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
方
の
講
演
を
お
聞

き
し
ま
す
。

■
司
会
…
須
坂
高
校
と
須
坂
東
高
校
の
生
徒

■
出
店
…
須
坂
創
成
高
校
ま
ち
か
ど
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
「
く
ま
す
ぎ
」

■
展
示
発
表
…
須
坂
創
成
高
校
創
造
工
学
科

■
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
提
供
…
須
坂
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん

■
聴
講
券
の
販
売
場
所
…
▼
政
策
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）
▼
産
業
連
携
開

　

発
課
（
須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ
ー
２
階
）
▼
須
坂
商
工
会
議
所
▼
Ｊ
Ａ
な

　

が
の
須
坂
支
所

問
合
せ　

政
策
推
進
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

第
10
回
ク
リ
ス
マ
ス
レ
ク
チ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　
in
須
坂
２
０
１
７

レ
ク
チ
ャ
ー
①

レ
ク
チ
ャ
ー
②

■
対
談　

　

「
花
火
と
私
～
夢
は
叶
う
～
」

　

講
師　

▼
池
端
信
宏
さ
ん（
株
式

　

会
社
ノ
ブ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

代
表
取
締
役
）
▼
遠
藤
守
信
さ

　

ん
（
信
州
大
学
特
別
特
任
教
授
）

■
わ
い
が
や
パ
ー
テ
ィ
ー

■
書
籍
販
売

聴
講
料　

無
料

■
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
演　

▼
須
坂
東
高
校
ウ
イ
ン

　

ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
▼
須
坂
高
校

　

吹
奏
楽
部

■
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

講
師　

遠
藤
守
信
さ
ん
（
信
州

　

大
学
特
別
特
任
教
授
）

■
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

①
「P

o
w
e
r
 
o
f
 
g
r
e
e
n

　
　

～
緑
が
創
る
つ
な
が
り
～

　

発
表
者　

須
坂
創
成
高
校
環
境

　

造
園
科
緑
地
計
画
コ
ー
ス

　

②
「
高
校
生
の
視
点
か
ら 

須

　

坂
の
町
興
し 

を
考
え
る
」（
英

　

語
発
表
）

　

発
表
者　

須
坂
高
校
１
学
年

■
講
義
①　

　

「
海
や
湖
の
物
質
循
環
～
自
然
を

　

知
る
こ
と
の
大
切
さ
～
」

　

講
師　

永
田
俊
さ
ん
（
東
京
大

　

学
大
気
海
洋
研
究
所
教
授
・
須

　

坂
高
校
出
身
）

■
講
義
②　

　

「
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
～
見
え
な

　

い
も
の
が
奏
で
る
サ
イ
エ
ン
ス

　

と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
～
」

　

講
師　

関
野
徹
さ
ん
（
大
阪
大

　

学
産
業
科
学
研
究
所
教
授
・
須

　

坂
高
校
出
身
）

”

“

　多くの皆さ

んのご来場を

お待ちしてい

ます。
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●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お

き
の
話
や
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
何
か
一
言
ご
意
見
を
必
ず
書
き
添

え
て
、
左
の
あ
て
先
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
可
）
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

12
月
14
日
㈭
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

㈱
古
城
荘
提
供

須
坂
市
消
防
団
音
楽
隊
定
期
演
奏
会

　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
で
須
坂
市
消
防

団
音
楽
隊
の
素
晴
ら
し
い
生
演
奏

を
聴
き
、
迫
力
と
満
員
の
拍
手
に

感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ラ
ッ
パ
隊

の
演
奏
も
一
体
感
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
司
会
者
が
ブ
ル
ゾ
ン
ち

え
み
風
で
大
笑
い
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
小
山
さ
ん　

68
歳
）

●
素
晴
ら
し
い
生
演
奏
で
感
動
し
、

ブ
ル
ゾ
ン
ち
え
み
風
の
司
会
で
大

笑
い
、
定
番
の
「
35
億
」
の
言
葉
は

発
せ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

再
開

　

あ
る
日
、
温
泉
で
声
を
掛
け
ら

れ
ま
し
た
。
な
ん
と
45
年
以
上
も

前
の
職
場
の
同
僚
で
し
た
。
感
動

の
再
開
で
し
た
。

　

話
が
弾
み
長
湯
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

　
　
　
　

 

悠
々
人
さ
ん　

70
歳
）

●
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
が

45
年
以
上
も
前
の
同
僚
だ
っ
た
と

は
、と
て
も
素
敵
な
再
開
で
す
ね
。

話
が
弾
み
、
長
湯
も
温
泉
な
ら
で

は
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
す
ね
。

寒
さ
が
厳
し
く

　

朝
夕
の
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

つ
い
つ
い
こ
た
つ
が
恋
し
く
、

入
っ
た
ら
最
後
な
か
な
か
出
ら
れ

ま
せ
ん
。
つ
く
づ
く
自
分
の
年
齢

を
感
じ
ま
す
。
若
さ
が
う
ら
や
ま

し
い
で
す
。

　
　
　
　
　

（
及
川
さ
ん　

71
歳
）

●
及
川
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
私
も

こ
た
つ
に
入
っ
た
ら
出
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
う
た
た
寝
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

マ
フ
ラ
ー

　

小
学
校
２
年
生
の
孫
娘
に
「
マ

フ
ラ
ー
を
作
っ
て
」
と
頼
ま
れ
ま

し
た
。
毛
糸
を
買
い
３
日
間
で
作

り
、
孫
に
渡
す
と
、
翌
日
か
ら
喜

ん
で
マ
フ
ラ
ー
を
巻
い
て
い
ま
す
。

　

孫
の
冬
支
度
は
一
歩
ず
つ
進
み
、

次
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

　
　

 　

ナ
ベ
ち
ゃ
ん
さ
ん
65
歳
）

●
ナ
ベ
ち
ゃ
ん
さ
ん
が
作
っ
た
マ

フ
ラ
ー
は
世
界
に
１
本
し
か
な
く
、

手
作
り
で
温
か
さ
も
あ
り
ま
す
。

次
は
ク
リ
ス
マ
ス
で
す
ね
。
お
孫

さ
ん
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　満
足
い
く
結
果

　

信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
祭
に

行
き
、
動
脈
硬
化
や
骨
年
齢
、
血

管
年
齢
な
ど
の
検
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

１
年
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
、

時
々
行
う
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

成
果
な
の
か
、
満
足
い
く
結
果
で

し
た
。

　

来
年
も
頑
張
り
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

健
康
オ
タ
ク
の
バ
ー
バ
さ
ん　

68
歳
）

●
満
足
い
く
結
果
は
、
健
康
オ
タ

ク
の
バ
ー
バ
さ
ん
の
日
々
の
生
活

に
よ
る
積
み
重
ね
で
す
。
私
の
同

僚
は
健
康
で
悩
ん
で
い
ま
す
。
良

い
ア
ド
バ
イ
ス
に
な
り
ま
す
。

温
泉
が
楽
し
み

　

た
ま
に
行
く
温
泉
が
楽
し
み
で

す
。
偶
然
に
も
店
主
と
生
年
月
日

が
一
緒
で
、色
々
と
話
が
で
き
、ス

ト
レ
ス
解
消
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
肌
が
ス
ベ
ス
ベ
に
な
り
、
化

粧
の
の
り
も
良
く
な
っ
た
気
が
し

ま
す
。

　
　
　
　

 

（
小
林
さ
ん　

67
歳
）

●
店
主
と
生
年
月
日
が
一
緒
だ
と
、

何
だ
か
運
命
を
感
じ
、
話
も
弾
み

ま
す
よ
ね
。
温
泉
に
は
効
能
が
あ

り
、
小
林
さ
ん
の
肌
年
齢
は
若
返

っ
て
い
ま
す
よ
。
う
ら
や
ま
し
い

で
す
。

信
州
須
坂
の
台
所

　

『
広
報
須
坂
』
11
月
号
の
「
さ
つ

ま
い
も
と
り
ん
ご
の
重
ね
煮
」

を

作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

東
京
か
ら
孫
が
来
る
の
に
あ
わ

せ
て
作
っ
て
み
た
ら
大
好
評
！
他

の
孫
も
話
を
聞
き
つ
け
て
、「
作
っ

て
」
と
せ
が
ま
れ
た
の
も
あ
り
、

合
計
３
回
作
り
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
を
覚
え
た
の
で
、
お
正

月
に
も
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

　

ガ
ン
バ
ば
あ
さ
ん
さ
ん　

71
歳
）

●
私
た
ち
広
報
担
当
と
し
て
、
信

州
須
坂
の
台
所
が
活
用
さ
れ
て
う

れ
し
い
で
す
。
そ
れ
以
上
に
、
信

州
須
坂
の
台
所
の
記
事
を
担
当
し

て
い
る
者
は
も
っ
と
う
れ
し
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送

③
峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場

　
リ
フ
ト
一
日
券（
ペ
ア
）…
３
人

　

※
ス
キ
ー
場
の
情
報
は
21
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場
提
供

市

イ

ク

報

ズ

～11月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

ー問題ー

ヒ
ン
ト
…
15
ペ
ー
ジ

12
月
に
２
回
開
催
し
ま
す

第
〇
回
ク
リ
ス
マ
ス
レ
ク
チ
ャ

ー
in
須
坂
２
０
１
７



平成29年12月号・17・

◎
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
武
田
徹
の
つ
れ
づ
れ
散
歩
道
で
「
わ
が
街
須
坂
の
直
虎
候
」
が
▼
12
月
２
日
㈯
▼
９
日
㈯
▼
16
日
㈯
▼
23
日
㈯
午
前
９
時
台
に
約
10
分
間
放
送
さ
れ
ま
す
。

※印は母親クラブ共催行事

児童センターで遊ぼう！

保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談

　

身
体
や
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・

血
圧
や
体
脂
肪
測
定
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

☎
２
４
８
‐
９
０
２
３

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

妊
娠
・
子
育
て
な
ん
で
も
相
談

「
お
ひ
さ
ま
」

☎
２
１
３
‐
６
４
０
０

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

悩
み
無
料
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
‐
７
２
２
３

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

センターに遊びに

くるお友達を紹介

五
い が ら し

十嵐充
みつる

くん

好きな食べ物
…納豆

※印は母親クラブ共催行事

各
種
健
康
相
談

子育て支援センターだより

市外局番…（026）

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

６日㈬ 15:15～ 卓球をしよう！③
12日㈫、13日㈬ 15:45～ クリスマス工作
20日㈬ 15：30～ 卓球をしよう！④

児
童

幼
児
・
親
子

児
童

４日㈪ 15:45～ 避難訓練
13日㈬ 15:30～ Ｘ’masコンサート（ブラーヴェ）
14日㈭、15日㈮ 15：45～ クリスマス工作
19日㈫ 15：30～ クリスマスお楽しみ会

６日㈬ 11:00～ 誕生会（10月～12月生まれ）＆
                カレンダーづくり※
13日㈬ 11:00～ クリスマスプレゼント作り
20日㈬ 11：00～ クリスマス会※

児
童

児
童

幼
児
・
親
子

幼
児
・
親
子

　馬場町 ☎245-5010/245-6588中央児童センター

北旭ヶ丘町 ☎/248-8381北部児童センター

屋部町 ☎/248-2330南部児童センター

高橋町 ☎/246-0079東部児童センター

６日㈬ 15:45～ クリスマス工作
15日㈮ 15:45～ ブラーヴェＸ’masコンサート
20日㈬ 15:45～ 認定会（一輪車・トランポリン他）
22日㈮ 15:45～ おおそうじ

６日㈬ 10:30～ クリスマスプレゼント作り
13日㈬ 10:30～ 誕生会（10～12月）＆リズム
20日㈬ 10：30～ クリスマス会（キラキラぱーく）

６日㈬ 10:45～ クリスマスプレゼントを作ろう
13日㈬ 11：00～ 誕生会（10～12月生まれ）
20日㈬ 10：30～ クリスマス会※

６日㈬～８日㈮ 15:45～ クリスマス切り絵を
　　　　　　　 楽しもう
14日㈭ 15:00～ おやつ作り
20日㈬ 15:45～ クリスマスおたのしみ会
28日㈭ 15:45～ センター・クリーン作戦

★12月の「家庭児童相談員による子育て相談」

★集まりの日（11:00～）

　６日㈬　クリスマスプレゼント作り

　13日㈬　クリスマス会※

　　　　　…みんなで歌を歌ったり、サン

　　　　　　タさんからプレゼントをもら

　　　　　　いましょう

　20日㈬　ブラーヴェクリスマスコンサート

　　　　　…エレクトーンとピアノによる

　　　　　　楽しい演奏会です。クリスマ

　　　　　　スの雰囲気をみんなで楽しみ

　　　　　　ましょう　

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

★子育て支援センターの開放…月曜日～土曜日10:00～17:00

　12月29日㈮～１月３日㈬は休館します。

★南部・東部・北部の児童センターの開放…月曜日～土曜日10：00

　～12：00（土曜日は午後も）。水曜日は「集まりの日」です。

　小学校の冬休み期間中は、学童が利用しています。

　12月29日㈮～１月３日㈬は休館します。

　詳細は各児童センターへお問い合わせください。

　と「管理栄養士による食育相談」はお休みです。

　茜
あかね

色の秋が似合い実りの多い人生に、また、優しくて

温かい人に育ってほしいと願いを込めて名付けました。

そして、親しみやすく誰からも名前で呼んでもらえるよ

うにと、ひらがなにしました。

　家ではわがままで甘えん坊ですが、保育園ではお友達

のお手伝いをしています。思いやりのある子に育ってほ

しいです。

お父さん…裕臣さん／お母さん…泉さん

宮
みやざわ

澤 あかね ちゃん

（４歳２か月）

広報テレビ番組

「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

 (須高ケーブルテレビ）

　「“共創”皆でつくろう元気なすざか」

の過去の放送分は、市ホームページ「す

ざか映像館」でご覧いただけます。

　また、平成25年度～平成28年度の放

送分（ＤＶＤ）は、図書館で

貸し出しています。

　市が市民の皆さんとともに行って

いる事業の紹介や地域で活動してい

る方の紹介、各町の自慢や特徴など

を紹介する番組です。

　次回は「移住支援信州須坂モデ

ル」を平成30年１月15日㈪から放

送する予定です。詳細は１月号で

お知らせします。



平成29年12月号 ・18・

秋晴れの下のにぎわい
中心市街地でさまざまなイベント

　市道銀座通り線で開催された「蔵のまち

須坂 銀座通りうまいもん市」では、フリー

マーケットなどのほか、神奈川県三浦市・

宮城県塩竃市・静岡県浜松市の物産品を販

売する「３市フェスタ」が行われ、多くの方

が買い求めていました。このほか、墨坂神

社芝宮の「えびす講」、旧小田切家住宅の「う

まいもん祭」など、多くの方が秋の須坂を

満喫していました。　　　　〔11月３日〕

まちの出来事

地域の行事や市政など、まちの

さまざまな話題をお伝えします。

消火器で初期消火
中央児童センターで母親が訓練

　中央児童センターに集まった親子が消防

職員から災害時における注意点を聞き、消

火器を使って消火訓練を行いました。

　訓練に参加した市内の20代の母親は「消

火器の勢いがどのくらいあるのか分からな

かったが、訓練をすることで、火災が起き

た場合はちゅうちょなく消火活動ができま

す」と話していました。   　〔11月２日〕



平成29年12月号・19・

●まちの出来事

大規模火災などへの応援協力

　須坂市は、長水生コンクリート事業

協同組合と災害時における応援協力に

関する協定を締結しました。これによ

り、地震や大規模火災などが発生した

場合にコンクリートミキサー車を用い

て消火用水を継続して確保するなどの

応援をしていただけます。〔11月13日〕

新規就農者が農林水産大臣賞を受賞

　岩城光好さん（上八町:大阪府出身）が、

第50回うまいくだものコンクール（ブドウ

の部）「ナガノパープル」の品評会で農林

水産大臣賞を受賞。「これからも先輩方

から指導を受けて、より良いものをつく

りたい」と話していました。〔11月16日〕

　市戦没者追悼式で170人が献花　

　今年もメセナホールで戦没者追悼式

を開催し、追悼の誠を捧げ、恒久的な

平和を願いました。

　常盤中学校生徒４人が平和学習の成

果として詩を朗読し、参加された方は、

静かに耳を傾けていました。〔11月14日〕

とん汁・おにぎりで満腹
すざかこども食堂

　すざかこども食堂（すざかこども食堂実行委員

会主催）が高甫地域公民館で開催されました。　

　今回のメニューはとん汁です。また、実行委員

会の好意でおにぎりや卵焼きなども用意され、皆

さんおかわりをしてお腹いっぱいになりました。

　参加した小学２年の女児は「とてもおいしく、

おかわりしました」と話していました。〔11月11日〕

　須坂市と小布施町、高山村の小・中学校のＰＴ

Ａの皆さんが集まり、今年もメセナホールでＰＴ

Ａ音楽祭が開催されました。

　この日のために、各学校のＰＴＡの皆さんは練

習を重ねてきました。参加した男性は「音楽会以

上の成果が出た。この歌声を子どもたちにも聞い

てもらいたかった」と話していました。〔11月11日〕

練習の成果を披露
ＰＴＡ音楽祭



市外局番…（026）

平成29年12月号 ・20・

広
告
欄

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　http://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

◎
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

12月12月12月情報ファイル情報ファイル情報ファイルお 

知 

ら 

せ

対　

象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
世
帯

▼
平
成
29
年
４
月
１
日
～
30
年
３

月
31
日
に
入
籍
し
た
世
帯
▼
夫
婦

の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満

の
世
帯
（
貸
与
型
奨
学
金
を
返
済

し
て
い
る
場
合
は
、
年
間
返
済
額

を
所
得
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。
離

●
結
婚
に
伴
う
住
居
費
・
引
越

　
費
を
補
助
し
ま
す
～
新
婚
生

　
活
支
援
事
業
補
助
金
～

●
年
末
特
別
警
戒

　
12
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

カ
ギ
か
け
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

【
車
上
ね
ら
い
に
注
意
】

▼
バ
ッ
グ
や
財
布
な
ど
、
物
を
車

内
に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▼
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
必
ず
カ

ギ
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

【
特
殊
詐
欺
被
害
に
注
意
】

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
操
作
を
誘
導
す
る

●
年
末
の
交
通
安
全
運
動

　
12
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰

　

道
路
が
凍
結
す
る
季
節
で
す
。

時
間
に
余
裕
を
持
ち
、
安
全
運
転

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。

「
し
な
い
」「
さ
せ
な
い
」を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

　

暗
く
な
る
と
運
転
手
か
ら
人
も

自
転
車
も
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

▼
自
転
車
や
車
の
ラ
イ
ト
は
早
め

に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
に
乗
る
人
や
歩
行
者
は

夜
光
反
射
材
や
自
発
光
材
を
使
い
、

自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

保
険
加
入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

電
話
は
詐
欺
で
す
。

▼
一
人
で
の
判
断
は
危
険
で
す
。

家
族
や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

職
し
、
申
請
時
に
無
職
の
方
は
所

得
な
し
で
算
出
し
ま
す
）
▼
夫
婦

と
も
に
須
坂
市
に
住
所
が
あ
る
▼

対
象
の
住
居
が
須
坂
市
に
あ
る

※
こ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

対
象
費
用　

①
新
居
の
購
入
費
②
新
居
の
家
賃

（
敷
金
や
礼
金
、
共
益
費
な
ど
も

含
む
）
③
引
越
業
者
や
運
送
業
者

に
支
払
っ
た
引
越
費
用

※
費
用
の
対
象
期
間
は
、
平
成
29

年
４
月
１
日
～
30
年
３
月
31
日

補
助
額　

①
～
③
の
合
算
額
（
上

限
24
万
円
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

●
滞
納
処
分
に
よ
る
不
動
産
の

　
公
売
を
行
い
ま
す

　

市
税
滞
納
を
理
由
に
差
し
押
さ

え
た
土
地
に
つ
い
て
、
入
札
に
よ

る
売
却
（
公
売
）を
行
い
ま
す
。

所
在
地　

大
字
亀
倉
３
３
３
番
４

地　

目　

宅
地

面　

積　

４
７
０
・
54
㎡

見
積
価
額　

２
９
６
万
円

公
売
保
証
金　

30
万
円　

※
入
札
参
加
す
る
前
に
入
札
会
場

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い

と　

き　

12
月
８
日
㈮
午
後
１
時

45
分
～
２
時
（
受
付
は
午
後
１
時

15
分
～
）

※
午
後
１
時
20
分
か
ら
入
札
の
説

明
を
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

３
０
５
会
議
室
（
本
庁

舎
３
階
）

参
加
資
格　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

※
法
令
の
規
定
に
よ
り
買
受
人
に

な
る
こ
と
や
公
売
へ
の
参
加
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
滞
納
市
税
の
完
納
な
ど
に
よ
り

公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
税
務
課
で
配
布
す
る
公
売
広
報
・

公
売
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

　

家
庭
・
事
業
所
な
ど
で
余
っ
て

い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳
を
集
め
、

無
料
で
配
布
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
11
日
㈪
～
平
成

30
年
１
月
５
日
㈮

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29

日
㈮
～
１
月
３
日
㈬
を
除
く
。

●
カ
レ
ン
ダ
ー
・
手
帳
の
募
集

　
と
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
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◎
平
成
29
年
７
月
５
日
か
ら
の
大
雨
災
害
（
九
州
北
部
）
義
援
金
を
平
成
29
年
12
月
28
日
㈭
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
消
防
団
歳
末
特
別
警
戒

　
12
月
26
日
㈫
～
30
日
㈯

　

須
坂
市
消
防
団
で
は
、
歳
末
の

火
災
や
事
故
の
防
止
、
災
害
の
早

期
発
見
の
た
め
、
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
巡
回
す
る
な
ど
特
別
警
戒
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
本
部
総
務
課

（
☎
２
４
５
‐
４
１
０
０
）

●
固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

【
平
成
29
年
中
に
家
屋
を
新
築
し

た
方
、
取
り
壊
し
た
方
】

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
に
所
有
す
る
建
物
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

家
屋
（
住
宅
以
外
の
車
庫
や
物

置
な
ど
も
家
屋
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）
を
新
築
ま
た
は

床
面
積
が
変
更
に
な
る
増
築
を
し

た
方
で
、
税
務
課
の
家
屋
調
査
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
早
め
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
未
登
記
の
家
屋
を
取
り

壊
し
た
場
合
は
、
必
ず
税
務
課
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
記
を
し
て
あ
る
家
屋
を
取
り

壊
し
た
場
合
は
、
法
務
局
に
滅
失

登
記
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
平
成
29
年
中
に
土
地
や
家
屋
の

 

所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
】

　

死
亡
し
た
方
が
須
坂
市
の
土
地

●
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
・
防
災
防
犯
メ

　
ー
ル
の
定
期
テ
ス
ト

　

国
お
よ
び
県
の
指
導
に
よ
り
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
連
動
す
る
情
報
伝

達
手
段
の
テ
ス
ト
を
今
年
の
10
月

か
ら
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
偶
数
月
の
第
４
水
曜

日
午
後
３
時
ご
ろ
に
テ
ス
ト
を
行

や
家
屋
の
所
有
者
の
場
合
、
税
務

課
で
相
続
人
代
表
者
指
定
な
ど
の

手
続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
相
続
人
の
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
償
却
資
産
の
申
告
は
平
成
30
年

 

１
月
31
日
ま
で
に
】

　

償
却
資
産
と
は
、
工
場
・
事
務

所
・
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る

方
や
駐
車
場
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
を

貸
し
付
け
て
い
る
方
、
農
業
を
し

て
い
る
方
が
、
事
業
の
た
め
に
用

い
て
い
る
構
築
物
や
工
具
・
備
品

な
ど
の
こ
と
で
す
。

　

償
却
資
産
は
土
地
や
家
屋
と
同

様
に
固
定
資
産
税
と
し
て
課
税
さ

れ
ま
す
。

対　

象　

平
成
30
年
１
月
１
日
現

在
、
市
内
に
所
在
す
る
償
却
資
産

を
所
有
す
る
方

申
告
期
間　

平
成
30
年
１
月
４
日

㈭
～
31
日
㈬

申
告
・
問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

●
峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場
は

　
12
月
16
日
㈯
オ
ー
プ
ン

　

変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
生
か
し

た
コ
ー
ス
で
、
家
族
連
れ
も
上
級

者
も
存
分
に
楽
し
め
る
ほ
か
、
キ

ッ
ズ
パ
ー
ク
と
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
も

大
人
気
で
す
。

※
オ
ー
プ
ン
は
天
候
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場

（
☎
０
２
６
８
‐
７
４
‐
２
５
６
１
）

【
リ
フ
ト
割
引
券
を
配
布
し
ま
す
】

対　

象　

市
内
在
住
の
小
・
中
学

校
に
通
う
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

割
引
額　

▼
子
ど
も
…
１
８
０
０

円
（
１
日
分
）
▼
保
護
者
（
大
人
）
…

１
０
０
０
円
（
１
日
分
）

配
布
予
定　

12
月
第
３
週
（
ス
キ

ー
場
オ
ー
プ
ン
前
）

利
用
期
間　

12
月
16
日
㈯
～
平
成

30
年
３
月
25
日
㈰

※
利
用
上
限
枚
数
に
よ
り
、
期
間

中
で
も
利
用
を
締
め
切
り
ま
す
。

募
集
窓
口　

須
坂
商
工
会
議
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
会
議
所
入
口
に
箱
を
設
置
。

募
集
内
容　

利
用
し
な
い
２
０
１

８
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
や
手
帳

配
布
日
時　

１
月
６
日
㈯

午
前
９
時
～
正
午
（
先
着
順
）

配
布
場
所　

須
坂
商
工
会
議
所

問
合
せ　

須
坂
商
工
会
議
所

（
☎
２
４
５
‐
０
０
３
１
）

利
用
方
法　

リ
フ
ト
券
売
場
へ
割

引
券
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

（
☎
２
４
８
‐
２
０
２
０
）

●
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
第
五
次
須
坂

市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
素
案
を

ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
は
、
性
別
に
よ
り
制

約
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
男
女
が
対

等
な
立
場
で
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参

画
し
、
責
任
を
と
も
に
担
う
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

12
月
25
日
㈪

閲
覧
場
所　

▼
男
女
共
同
参
画
課

（
本
庁
舎
２
階
）
▼
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
本
庁
舎
２
階
）▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
備
え
付

け
の
意
見
書
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
意
見
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
、
住
所
・
氏
名
・
意
見
を

記
入
し
、
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画

課（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
４
）

●
税
金
な
ど
の
納
期
限

納
期
限　

口
座
振
替
日

12
月
25
日
㈪

税
目　

▼
固
定
資
産
税　

都
市
計

画
税
…
３
期
▼
国
民
健
康
保
険
税

・

・

（
普
通
徴
収
）
…
６
期
▼
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
…
６

期
▼
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
…

９
期

※
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
市
税
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

い
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。 

と　

き　

偶
数
月
の
第
４
水
曜
日

午
後
３
時
ご
ろ

※
た
だ
し
、
気
象
状
況
な
ど
に
よ

り
、
延
期
や
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

情
報
伝
達　

▼
防
災
行
政
無
線
▼

防
災
防
犯
メ
ー
ル

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

●
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
停
留
所
が

　
追
加
に
な
り
ま
し
た

　

今
月
１
日
か
ら
、
乗
合
タ
ク
シ

ー
の
停
留
所
に
「
ツ
ル
ヤ
須
坂
西

店
」
が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）
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広
告
欄

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

●
松
川
苑
の
管
理
規
則
の
変
更

　

火
葬
場
「
松
川
苑
」
の
管
理
規
則

が
11
月
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
減
免
制
度
】　

　

次
の
場
合
は
減
免
申
請
で
き
ま
す
。

▼
申
請
者
（
喪
主
）
が
生
活
保
護
法

の
適
用
を
受
け
て
い
る
方
、
も
し

く
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
生
活
保

護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
た
方

▼
前
者
に
準
じ
る
方
で
、
使
用
料

の
支
払
い
が
著
し
く
困
難
と
認
め

ら
れ
る
方

【
火
葬
お
よ
び
分
骨
証
明
書
の
交
付
】

　

松
川
苑
で
火
葬
お
よ
び
分
骨
証

明
書
が
交
付
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
火
葬
の
際
、
事
前
に
お
申
し
出

●
台
風
第
21
号
被
害
に
あ
わ
れ

　
た
方
を
支
援
し
ま
す

　

台
風
第
21
号
で
千
曲
川
な
ど
の

氾
濫
に
よ
り
被
害
に
あ
わ
れ
た
農

家
の
方
を
支
援
し
ま
す
。

【
冠
水
被
害
融
資
利
子
補
給
制
度
】

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
農
家
で
運
転

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら

　
の
流
出
防
止

　

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
容
器

に
灯
油
を
小
分
け
中
に
そ
の
場
を

離
れ
て
し
ま
い
、
灯
油
を
流
出
さ

せ
て
し
ま
う
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

次
の
点
に
注
意
し
、
漏
え
い
事

故
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
固
定
状
況
を

確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
配
管
な
ど
に
腐
食
や
亀
裂
が
な

●
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
医

　
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
方

　
は
高
額
療
養
費
の
申
請
を
し

　
て
く
だ
さ
い

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
高
額

に
な
っ
た
と
き
、
申
請
に
よ
り
高

額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●
須
坂
都
市
計
画
地
区
計
画
の

　
決
定
・
縦
覧

　

10
月
24
日
に
開
催
し
た
第
65
回

須
坂
都
市
計
画
審
議
会
で
は
、

原

案
の
と
お
り
同
意
す
る
答
申
を
得

ま
し
た
の
で
、
都
市
計
画
の
決
定

の
告
示
を
10
月
30
日
に
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
本
計
画
決
定
に
つ
い

て
の
都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧
を

行
い
ま
す
。

【
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称
】

　

須
坂
都
市
計
画
地
区
計
画　

五

閑
地
区
地
区
計
画

【
都
市
計
画
を
決
定
す
る
土
地
の

 

区
域
】

▼
大
字
五
閑
字
西
沖
の
一
部
▼
大

字
五
閑
字
前
田
の
一
部
▼
大
字
八

重
森
字
大
口
の
一
部
▼
大
字
高
梨

字
割
目
の
一
部

【
縦
覧
場
所
】

▼
ま
ち
づ
く
り
課
（
本
庁
舎
３
階
）

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
申
告

を
す
る
前
に
、
健
康
づ
く
り
課
（
窓

口
４
番
・
本
庁
舎
１
階
）で
高
額
療

養
費
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

▼
医
療
費
の
領
収
証（
申

請
後
に
返
却
し
ま
す
）
▼
世
帯
主

の
は
ん
こ
▼
振
込
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

※
高
額
療
養
費
の
詳
細
は
、
保
険

証
更
新
時
に
同
封
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
『
暮
ら
し
の
そ
ば
に 

み
ん

な
の
国
保
』
14
～
18
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

須
高
行
政
事
務
組
合

（
☎
２
４
５
‐
１
１
７
３
）

●
が
ん
検
診
を
無
料
ク
ー
ポ
ン

　
券
で
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
り
子
宮

が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
医
療
機
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
期
間
終

了
間
際
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

早
め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
期
限　

平
成
30
年
１
月
31
日
㈬

対　

象　

▼
子
宮
が
ん
…
20
歳
▼

乳
が
ん
…
40
歳

※
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
の
年

齢
で
す
。
対
象
者
に
は
、
７
月
中

旬
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
済

み
で
す
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

資
金
の
融
資
を
受
け
る
際
の
利
子

補
給
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

【
冠
水
被
害
改
植
等
苗
木
補
助
金
】

　

千
曲
川
堤
外
地
で
中
・
晩
生
種

の
リ
ン
ゴ
か
ら
早
生
種
の
リ
ン
ゴ

や
他
の
果
樹
に
改
植
す
る
苗
木
代

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率　

２
分
の
１
以
内

問
合
せ　

▼
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
営

農
セ
ン
タ
ー
営
業
課
（
☎
２
４
５
‐

０
１
５
３
）
▼
農
林
課
（
☎
２
４
８

‐
９
０
０
４
）

【
市
税
等
の
減
免
制
度
】

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
は
市
税
等

の
減
免
制
度
に
該
当
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）
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12

月
の

各

種

無

料

相

談

その他 1 4 17

★災害情報

火　　災

傷　者

救急出動

その他 50 553 551

救    助
交通事故

交通事故
急　病 100 1157 1117

12 123 126

0 ６ 14

１ 10 31

162 1833 1794

死　者 ０ １ ０
０ ０ ２

０ 14 14

10月 昨年
同期

平成29年
１～10月

★交通事故

10月 昨年
同期

平成29年
１～10月

20 141 179傷者

件数

死者 ０ ０  ０

19 124 152

◎火災・救急・救助は

　局番なしの１１９

◎火災などの問合せは

　消防情報ダイヤル

　☎２４５-１１１９

ストップ

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　子ども課

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　20日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター（市役所
　　　　本庁舎２階）　

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　14日㈭、21日㈭　13:00～16:00
ところ　すざか女性未来館　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈮　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　20日㈬　13:30～※時間厳守
ところ　シルバー人材センター

■年金相談　長野北年金事務所☎244-4100㈹
と　き　月曜日～金曜日、第２土曜日
※時間や場所など詳細はお問い合わせください。

■行政相談☎248-9002
と　き　12月７日㈭　14:00～16:00
ところ　市役所相談室（本庁舎２階）
問合せ　市民課（要予約）

■休日就業相談（要予約）☎246-3501
と　き　２日㈯　13:00～17:00
ところ　ゆめわーく須坂
　　　　（須坂駅前ビルシルキー２階）

■行政書士相談☎245-0031
と　き　25日㈪　13:30～16:00
ところ　須坂商工会議所

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　14日㈭　10:00～15:00
ところ　シルキーホール（須坂駅前ビル３階）
問合せ　人権同和政策課

■日本政策金融公庫特別相談会
　相談希望がありましたらお問い合わせ
　ください。
ところ　須坂商工会議所
問合せ　須坂商工会議所（☎245-0031）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月曜日～金曜日 8:30～17:15
ところ　学校教育課

■結婚相談☎214-2994
と　き　３日㈰、17日㈰
　　　　9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

●
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内

　

高
校
や
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・

在
学
時
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と

し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

　

お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
３
５
０

万
円
以
内
を
固
定
金
利
（
年
１
・
76

％
）
で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内

は
利
息
の
み
の
ご
返
済
と
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

合
う
心
～
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
パ
ネ
ル
の
展
示
や
よ
ろ
ず

な
ん
で
も
相
談
（
左
記
参
照
）を
開

設
し
ま
す
。

【
人
権
パ
ネ
ル
】

と　

き　

12
月
１
日
㈮
～
14
日
㈭

と
こ
ろ　

須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ

ー
（
２
階
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

行

事
・

催

し

　

「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世

紀
～
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
、

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め

●
12
月
４
日
～
10
日
は

　「
第
69
回
人
権
週
間
」で
す

●
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　

Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
の
最
終
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　

長
野
Ｕ
ス
タ
ジ
ア
ム（
長

野
市
）

【
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
】

第
34
節
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
戦

と　

き　

12
月
３
日
㈰
午
後
５
時

キ
ッ
ク
オ
フ

問
合
せ　

パ
ル
セ
イ
ロ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

(

☎
０
８
０
‐
１
２
６
９
‐
６
４
６
４)

明
▼
施
設
見
学　

な
ど

対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

の
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

問
合
せ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

野
（
☎
２
４
３
‐
７
８
５
６
）

と　

き　

▼
12
月
７
日
㈭
▼
19
日

㈭
午
前
９
時
45
分
～
正
午

と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

野
（
長
野
市
）

内　

容　

▼
公
共
職
業
訓
練
の
説

●
職
業
を
お
探
し
の
方
へ

　
職
業
訓
練
施
設
見
学
会

　
　

　

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
や
嫌
が

ら
せ
、差
別
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
、12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く

相
談
窓
口　

(

公
財)

人
権
教
育
啓

発
推
進
セ
ン
タ
ー

専
用
電
話　

☎
０
１
２
０
‐
７
７
１

‐
２
０
８

※
相
談
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
同
和
政
策
課

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の

　
電
話
相
談

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
定
期
的
に
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残

量
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▼
ポ
リ
容
器
に
小
分
け
中
は
、
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

▼
ポ
リ
容
器
に
小
分
け
し
た
後
は
、

バ
ル
ブ
を
完
全
に
閉
鎖
し
ま
し
ょ
う

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
２
０
０
）

　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
は
、
平
成
18
年

以
降
、
年
末
年
始
以
外
は
開
館
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
１
月

以
降
は
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
を
休
館
日
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
振
興
事
業
団

（
☎
２
４
５
‐
１
８
０
０
）

●
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
休
館
日
の

　
お
知
ら
せ

※
固
定
金
利
は
平
成
29
年
11
月
10

日
現
在
の
も
の
で
す
。

問
合
せ　

日
本
政
策
金
融
公
庫
長

野
支
店
国
民
生
活
事
業

（
☎
２
３
３
‐
２
１
４
１
）
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平成29年12月号 ・24・

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

広
告
欄

講

座
・

教

室

●
さ
わ
や
か
貯
筋
教
室
公
開
講
座

●
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
の
つ
ど
い

　

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
は

寝
た
き
り
や
認
知
症
予
防
に
も
つ

な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
転

倒
予
防
の
体
操
と
あ
わ
せ
て
、
い

つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
秘
け
つ

　

認
知
症
の
介
護
者
同
士
、
日
頃

の
介
護
体
験
や
感
じ
た
事
な
ど
を

話
し
合
い
、交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

12
月
12
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
２
階
）

対　

象　

認
知
症
高
齢
者
の
介
護

者
な
ど

参
加
費　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）
　

自
宅
で
も
行
え
る
転
倒
予
防
の

体
操
や
認
知
症
予
防
に
関
す
る
コ

ツ
を
学
び
、
み
ん
な
で
楽
し
く
体

も
脳
も
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

12
月
21
日
㈭
午
前
11
時

～
11
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

内　

容　

▼
体
操
▼
脳
ト
レ　

な
ど

参
加
費　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

対　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物
▼
タ
オ
ル
▼

動
き
や
す
い
服
装

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

●
高
齢
者
健
康
教
室 

公
開
講
座

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な
ら
で
は

の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
病

気
や
本
人
と
の
関
わ
り
方
な
ど
、

家
族
同
士
で
話
し
、
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
。

と　

き　

12
月
18
日
㈪
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

講　

話　

復
職
と
本
人
を
支
え
る

家
族
の
健
康

講　

師　

古
越
真
佐
子
さ
ん
（
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

参
加
費　

無
料

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

※
参
加
を
希
望
す
る
方
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳

細
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個
別
で
の

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

　

手
打
ち
そ
ば
を
作
っ
て
試
食
し

な
が
ら
交
流
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

12
月
26
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

２
０
０
円

対　

象　

市
内
在
住
の
方　

定　

員　

10
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　

12
月
５
日
㈫
～
14
日
㈭

申
込
・
問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
料
理
交
流
会

と　

き　

12
月
19
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
40
分

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

上
映
す
る
作
品　

▼「
バ
ー
ス
デ
イ
レ
ス
ト
ラ
ン
」（
30
分
）

▼「
一
人
ひ
と
り
の
心
は
今
！
」（
34
分
）

問
合
せ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
０
９
０
９
）

●
人
権
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

と　

き　

12
月
20
日
㈬
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

二
睦
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

師　

篠
塚
勉
さ
ん

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
（
☎
２
４
８
‐
０
４
５
６
）

●
人
権
問
題
学
習
会

●
明
る
い
選
挙
啓
発

　
ポ
ス
タ
ー
展

　

小
・
中
学
生
の
応
募
作
品
81
点

を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
８
日
㈮
～
24
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

須
坂
駅
前
ビ
ル
シ
ル
キ

ー
（
２
階
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
２
）

●
第
19
回
市
内
小
学
生
版
画
展
・

　
ア
ト
リ
エ
作
品
展

　

版
画
作
品
約
２
０
０
点
が
展
示

室
を
彩
り
ま
す
。小
学
生
の
力
作
や

版
画
教
室
受
講
生
、
市
内
版
画
サ

ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
展
示
会
で
す
。

と　

き　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭

～
28
日
㈰
（
１
月
10
日
㈬
・
17
日

㈬
・
24
日
㈬
を
除
く
）

と
こ
ろ　

須
坂
版
画
美
術
館

入
場
料　

無
料

【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

　

12
月
26
日
㈫
～
平
成
30
年
１
月

３
日
㈬
は
休
館
し
ま
す
。

問
合
せ　

須
坂
版
画
美
術
館

（
☎
２
４
８
‐
６
６
３
３
）

●
木
村
不
二
雄
展

　

現
代
の
名
工
に
選
ば
れ
た
市
内

在
住
で
染
織
作
家
の
木
村
不
二
雄

さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

展
示
期
限　

12
月
24
日
㈰

※
木
曜
日
は
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

旧
小
田
切
家
住
宅

入
館
料　

３
０
０
円

問
合
せ　

旧
小
田
切
家
住
宅

（
☎
２
４
６
‐
２
２
２
０
）



平成29年12月号・25・

市外局番…（026）

◎
平
成
28
年
度
須
坂
市
小
・
中
学
生
人
権
教
育
啓
発
標
語
応
募
作
品 

…
… 

前
向
い
て 

あ
な
た
の
笑
顔 

見
た
い
か
ら　

東
中
学
校
３
年 

渡
邊
果
奈
さ
ん

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
破
魔
弓
▼
電
動
除
雪
機
▼
か
ざ

り
戸
棚
▼
麻
雀
パ
イ
▼
果
実
酒
の

瓶
▼
和
た
ん
す
▼
茶
た
ん
す

募集期間　12月１日㈮～11日㈪　　抽選日時　12月14日㈭午前９時

●入居者募集

募集団地 間取り

○豊　丘　　５戸　３ＤＫＢ

○境　沢　　３戸　３ＫＢ

○屋　部　　２戸　３ＤＫＢ

○屋　部　　１戸　２ＤＫＹ

○屋　部　　１戸　３ＤＫＹ

○旭ヶ丘　　１戸　２ＫＹ

【市営住宅】 【特定公共賃貸住宅】

募集団地 間取り

○末広６０３号　３ＬＤＫＹ

　家　賃　75,000円

　敷　金　家賃の３カ月分

　要　件　同居親族・所得など

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

問 合 せ　まちづくり課（☎２４８‐９００７)

善
意

の

窓
口

《
寄
附
》 

（
敬
称
略
）

▼
小
・
中
学
校
で
の
平
和
学
習
資

料
の
た
め
（
書
籍
15
冊
）
…
小
林
繁

雄
▼
須
坂
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館
展

示
室
で
使
用
す
る
た
め
（
看
板
）
…

協
同
組
合
建
匠
須
高
▼
生
ま
れ
育

っ
た
須
坂
市
に
対
す
る
感
謝
の
た

め
（
蝋ろ

う
が
た型

青
銅
龍
）
…
森
川
賢
道
▼

須
坂
市
の
商
工
業
振
興
の
た
め（
現

金
）
…
第
12
回
ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ

ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
in
す
ざ
か

【
予
備
自
衛
官
補
】

受
験
資
格　

▼
一
般
…
18
歳
以
上

～
34
歳
未
満
の
方
▼
技
能
…
18
歳

以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
有

す
る
方
ま
た
は
資
格
に
応
じ
53
歳

以
上
～
55
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

平
成
30
年
１
月
９
日

㈫
～
４
月
６
日
㈮

試
験
日　

平
成
30
年
４
月
14
日
㈯

～
18
日
㈬

【
自
衛
官
候
補
生
】

受
験
資
格　

18
歳
以
上
～
27
歳
未

満
の
男
子
・
女
子

受
付
期
間　

随
時

試
験
日　

平
成
30
年
２
月
10
日
㈯

申
込
・
問
合
せ　

自
衛
隊
長
野
地

方
協
力
本
部
長
野
地
域
事
務
所

（
☎
２
３
５
‐
６
０
２
６
）

●
自
衛
官
募
集

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
時
に
各
戸

に
配
布
す
る
「
上
下
水
道
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」
の
表
面
に
掲
載
す

る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
約
１
万
９
７
０
０
世
帯
へ

２
カ
月
に
一
度
配
布
し
ま
す
。

掲
載
期
間　

平
成
30
年
４
月
～
平

成
31
年
３
月
検
針
分
（
一
年
間
）

広
告
枠
の
サ
イ
ズ　

縦
15
㎜
×
横

75
㎜
（
55
文
字
以
内
）

広
告
掲
載
料　

年
12
万
円（
消
費
税
別
）

●
「
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知

　
ら
せ
」へ
の
掲
載
広
告
を
募
集

申
込
方
法　

営
業
課
（
窓
口
11
番
・

東
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
「
須
坂
市

水
道
事
業
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
４
日
㈪
～
15
日

㈮
（
必
着
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に

な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

営
業
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
２
）

を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

12
月
26
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

シ
ル
キ
ー
ホ
ー
ル
（
須

坂
駅
前
ビ
ル
３
階
）

内　

容　

▼
高
齢
期
の
食
生
活
に

関
す
る
講
話
▼
転
倒
予
防
の
た
め

の
体
操

参
加
費　

無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

対　

象　

市
内
在
住
の
方

持
ち
物　

▼
水
分
補
給
用
飲
み
物

▼
タ
オ
ル
▼
動
き
や
す
い
服
装

※
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
な
が

で
ん
パ
ー
キ
ン
グ
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
三
輪
車
▼
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

【《
差
し
上
げ
ま
す
》 

の
申
込
期
限

と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

12
月
12
日
㈫

抽
選
日　

12
月
14
日
㈭
午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情
報

提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消
し

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

募

集

●
「
駒
澤
嘉
須
坂
生
涯
学
習
振

　
興
基
金
」
助
成
団
体
募
集

　

生
涯
学
習
を
実
践
し
て
い
る
団

体
や
個
人
に
対
し
、
活
動
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　

象　

学
ん
だ
成
果
を
地
域
づ

く
り
に
生
か
し
、
貢
献
し
て
い
る

団
体
ま
た
は
個
人
の
活
動

※
次
に
該
当
す
る
も
の
は
対
象
外

▼
国
・
県
・
市
の
補
助
や
ほ
か
の

代
替
措
置
を
受
け
る
も
の
▼
趣
味

や
自
己
啓
発
が
目
的
の
も
の

申
込
方
法　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

●
ス
マ
イ
ル
・
マ
マ
・
フ
ェ
ス
タ

　
in
須
坂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

　
ッ
フ
募
集

　

子
育
て
中
の
マ
マ
た
ち
の
手
で
、

親
子
で
楽
し
み
交
流
の
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
企
画
・

運
営
に
関
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対　

象　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

で
活
動
し
て
い
る
方
で
、
平
成
30

年
６
月
２
日
㈯
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
で
き
る
方

定　

員　

20
人

申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

12
月
20
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

男
女
共
同
参
画

課（
☎
２
４
８
‐
９
０
３
４
）

課
（
東
庁
舎
１
階
）
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
募
集
チ
ラ
シ
は
▼
各
地
域
公
民

館
▼
博
物
館
▼
図
書
館
▼
メ
セ
ナ

ホ
ー
ル
▼
創
造
の
家
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

平
成
30
年
２
月
16
日

㈮
（
必
着
）

※
助
成
は
審
査
後
、
平
成
30
年
４

月
中
旬
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ

ー
ツ
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
７
）



平成29年12月号 ・26・
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広
告
欄

12月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
㈱
ホ
ー
プ
長
野
営

業
所
へ（
☎
０
５
０
‐
５
８
３
８
‐
２
３
４
４
）

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

我わ

が
家
の
十
大
ニ
ュ
ー
ス
を
振
り
返
り
、
家
族
の
歩
み
と
絆
を
確
か
め
よ
う

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

四種混合１期初回 生後３か月～90か月（７歳半）の前日まで

※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

生後２か月～60か月（５歳）の前日まで

生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５か月～８か月の前日）

平成29年９月生

平成29年７月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
平成28年12月生

対象者

生後12か月～24か月（２歳）の前日まで

予防接種名開始対象者

水痘（水ぼうそう）

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

生後12か月～36か月（３歳）の前日まで

平成29年４月１日～４月15日生
平成29年４月16日～４月30日生

13：00～13：15
14：15～14：30

持ち物は、「健康カレンダー」をご覧いただくか健康づくり課母子支援係へお
問い合せください。

13：00～13：15
14：15～14：30

平成29年３月１日～３月15日生
平成29年３月16日～３月31日生か み か み

離乳食講座 １/11
（木）

５
（火）

【乳幼児健康診査・相談・講座】　（会場：保健センター、持ち物：母子健康手帳）

３ か 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

13：00～13：30
13：30～14：00

平成29年９月１日～９月15日生
平成29年９月16日～９月30日生

1
（金）

13：00～13：30
13：30～14：00

平成29年８月１日～８月15日生
平成29年８月16日～８月31日生

１/12
（金）

３　歳　児
健 康 診 査

13：00～13：30
13：30～14：00

平成26年11月25日～12月10日生
平成26年12月11日～12月22日生

22
(金）

平成26年12月生

平成20年12月生

平成18年12月生

生後６か月～90か月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12か月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２か月～９か月の前日）平成29年10月生

も ぐ も ぐ
離乳食講座

19
（火）

１/18
（木）

13：00～13：15
14：15～14：30

13：00～13：15
14：15～14：30

平成29年６月１日～６月15日生
平成29年６月16日～６月30日生

平成29年７月１日～７月15日生
平成29年７月16日～７月31日生

１　歳　児
健 康 相 談

11

（月）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年11月14日～11月27日生
平成28年11月28日～12月11日生

１/16

（火）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年12月12日～12月31日生
平成29年１月１日～１月15日生

15

（金）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成28年５月18日～５月29日生
平成28年５月30日～６月13日生

1歳6か月児
健 康 診 査

７

（木）
13：00～13：30
13：30～14：00

平成27年11月７日～11月17日生
平成27年11月18日～12月７日生

２　歳　児
健 康 相 談

休日緊急診療室（小児科・内科）

と　き　日曜・祝日・12月29日

～平成30年１月３日

 9:00～12:00、13:00～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※12月29日～平成30年１月３

日の診療は、大変混み合うこ

とがあります。休日緊急診療

室では、病院と連携しながら

できる限り対応をしておりま

すが、受診までにお待ちいた

だく場合があります。あらか

じめご了承ください。

※休日緊急診療室は、須高医

師会、信州医療センター、須

高行政事務組合が共同で運営

しています。

３日㈰　　かおり

10日㈰　　グリーン

17日㈰　　コスモス、わかば

23日㈷　　コスモファーマ高山

24日㈰　　サンタグリーン

31日㈯　　蔵の町、大丸

1月1日㈷　オリジン、グリーン

1月2日㈫　さくら、須坂いせや

1月3日㈬　スザカ岡田、わかば

※29日㈮～31日㈰の営業は各薬局

にお問い合わせください。

※芝宮前中島ファミリー薬局は、

17日（第３日曜日）と12月31日㈰～

１月３日㈬を除き、営業します。

日曜・祝日の当番薬局



・27・

　

先
日
高
校
時
代
の
友

人
か
ら
こ
ん
な
メ
ー
ル

を
受
信
し
ま
し
た
。「
今

日
の
○
時
に
電
話
し
て

も
大
丈
夫
？
近
い
う
ち

に
同
級
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
」

そ
の
友
人
は
電
話
す
る
時
間
の
ア

ポ
を
取
り
、
そ
の
う
え
簡
単
に
相

談
し
た
い
内
容
も
事
前
に
メ
ー
ル

を
く
れ
た
の
で
心
の
準
備
が
整
い

ま
し
た
▼
忙
し
い
現
代
社
会
、
休

み
や
勤
務
時
間
が
バ
ラ
バ
ラ
な
シ

フ
ト
制
で
働
い
て
い
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
中
に
は
会
議
中
な
ど

で
手
が
離
せ
な
い
、
あ
る
い
は
締

め
切
り
が
迫
っ
て
い
る
仕
事
に
一

生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
友
人
だ
か
ら

大
丈
夫
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、

相
手
を
思
い
や
る
温
か
い
気
配
り

に
感
銘
し
ま
し
た
▼
最
近
で
は
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
メ
ー
ル
の
ほ
か
無
料
通

話
が
可
能
な
ア
プ
リ
も
出
て
き
た

た
め
、
簡
単
に
電
話
を
掛
け
て
し

ま
う
人
も
居
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
す
が
電
話
は
相
手
の
時
間
に
強

制
的
に
割
り
込
む
ツ
ー
ル
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
使
い
た
い
も

の
で
す
▼
「
親
し
き
中
に
も
礼
儀

あ
り
」
友
人
と
の
良
好
な
関
係
を

維
持
す
る
た
め
に
も
、
連
絡
を
取

り
合
う
場
合
は
相
手
の
都
合
を
確

認
し
て
か
ら
と
い
う
マ
ナ
ー
を
守

る
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

健
御
名
方
神
社
で
は
五
穀
豊
穣

を
祈
る
『
祈
念
祭
』
な
ど
、
年
間

を
通
し
て
五
つ
の
祭
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
重
要
な

祭
祀
が
『
例
大
祭
』
で
す
。

　

例
大
祭
で
は
神か

む
く
ら座

を
設
け
て

神
々
を
お
呼
び
し
ま
す
。
神か

ぐ

ら楽
・

獅
子
舞
や
踊
り
、
お
酒
な
ど
を
奉

納
す
る
こ
と
で
感
謝
を
表
し
、
御ご

神し
ん
と
く得

（
神
の
恵
み
）を
祈
願
し
ま
す
。

　

７
日
の
朝
、
準
備
の
た
め
に
当

番
町
で
あ
る
本
郷
町
の
区
民
約
60

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

全
員
で
神
社
に
拝
礼
し
て
か
ら

作
業
に
取
り
掛
か
り
、
氏
子
総
代

の
指
示
の
も
と
神
社
の
清
掃
と
会

場
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
日
の
午
後
、
神
社
に
氏
子
総

代
を
は
じ
め
15
人
が
集
ま
り
、
祭

事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
宮
司
さ

ん
に
よ
る
『
祝の

り
と
そ
う
じ
ょ
う

詞
奏
上
』
の
後
に

御お

み

き

神
酒
や
山
海
の
珍
味
を
祭
壇
に

供
え
、
日
ご
ろ
の
神
々
へ
の
感
謝

を
込
め
て
全
員
で
拝
礼
を
し
ま
し

た
。

　

例
大
祭
を
終
え
、
氏
子
総
代
長

の
梅
本
真
司
さ
ん
は
「
健
御
名
方

神
社
が
素
晴
ら
し
い
神
社
で
あ
る

の
は
多
く
の
方
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
。
こ
う
し
て
今
年
も
無
事
に

秋
を
迎
え
ら
れ
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
㈯
か
ら
８
日
㈰
に
か
け
て
、
大
谷
町
に
祀
ら
れ
て
い
る

健た

け

み

な

か

た

じ

ん

じ

ゃ

御
名
方
神
社
に
て
、
日
滝
地
域
の
例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

町
の
氏
子
を
は
じ
め
町
を
越
え
て
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

大
切
な
神
社
に
感
謝
を
込
め
て

本
郷
町
・
高
橋
町
・
大
谷
町

例
大
祭
と
は

み
ん
な
が
関
わ
る
例
大
祭

日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て

▲境内や本殿内をみんなで
協力してきれいにします

▲入場する本郷町の灯篭

▲全員が真剣な表情で祭壇の前に
座ります

　

夜
に
な
る
と
宵
祭
り
（
前
夜
祭
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
３
町
そ
れ
ぞ
れ

の
神
楽
や
神み

こ

し輿
が
町
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

　

神
社
で
は
提
灯
に
明
か
り
が
灯

り
、
区
民
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

露
店
も
出
店
し
、
集
ま
っ
た
人
の

声
で
溢
れ
ま
す
。
町
内
を
練
り
歩

い
て
き
た
各
町
の
神
楽
や
神
輿
が

鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
入
場
す
る
と
、

境
内
は
よ
り
賑
や
か
に
活
気
づ
き

ま
し
た
。

　

奉
納
祭
で
は
本
郷
町
祭
典
部
長

の
山
﨑
辰
男
さ
ん
が
「
み
な
さ
ん

が
日
々
穏
や
か
に
過
ご
せ
て
い
る

の
は
日
ご
ろ
、
健
御
名
方
神
社
を

大
切
に
し
て
い
る
お
か
げ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

獅
子
舞
に
よ
る
悪
魔
祓
い
、
高
橋

町
の
『
善
光
寺
参
り
』
な
ど
の
踊

り
、
大
谷
町
の
『
餅
つ
き
』
、
さ

ら
に
本
郷
町
の
『
大
神
楽
』
な
ど

の
演
目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
迫
力
あ
る
獅
子
や
ヒ
ョ
ッ

ト
コ
の
愉
快
な
動
き
を
観
賞
し
、

伝
統
芸
能
に
浸
り
ま
し
た
。
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各
町
の
公
民
分
館
活
動
は
様
々
な
要
因
に
よ
り
変
化
し
て
き
て
い

ま
す
。
今
回
は
工
夫
し
て
様
々
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し
、
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
北
相
之
島
町
公
民
分
館
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

10
月
８
日
㈰
、
松
川
の
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
に
35
人
の
区
民
が
集

ま
り
３
、
４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
18
コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。

　

自
然
の
ま
ま
の
デ
コ
ボ
コ
し
た

コ
ー
ス
の
た
め
、
ボ
ー
ル
が
思
い

も
よ
ら
ぬ
方
向
に
転
が
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
苦
戦

し
な
が
ら
も
仲
間
と
「
ナ
イ
ス
シ

ョ
ッ
ト
！

」
な
ど
と
声
を
掛
け
合

い
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
は
、
区

民
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
平
成
15
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

毎
回
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
集
ま

　

役
員
の
中
で
は
若
い
区
民
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。
細
川
優
汰
さ
ん

は
今
年
20
歳
で
、
体
育
部
長
を
務

め
て
卓
球
大
会
や
ふ
れ
あ
い
大
会

を
企
画
し
て
き
ま
し
た
。
細
川
さ

ん
は
「
家
族
の
代
わ
り
に
分
館
活

動
に
携
わ
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
今
ま
で
町
の
行
事
に
関
わ

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
始

め
は
周
り
の
方
々
に
助
け
て
も
ら

う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
今

で
は
顔
も
覚
え
て
も
ら
い
、
活
動

に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
に
携
わ
る
こ
と
で
町
の
こ
と

が
分
か
り
、
と
て
も
良
い
経
験
が

で
き
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

・
町
の
回
覧
で
開
催
を
知
っ
た
。

た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
を
す
る

こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
た
。

・
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
く
れ

る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

現
代
に
合
わ
せ
た
企
画

若
い
力
の
活
躍

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
参
加
者
の
感
想

　

い
ず
み
の
会
は
、

日
野
小
学
校
創
立
１

０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
日
野
地
区
の
古
き
良
き
田
園

風
景
を
残
し
、
子
ど
も
た
ち
の
地

域
学
習
や
社
会
教
育
の
場
に
な
る

よ
う
に
と
平
成
19
年
に
「
い
ず
み

の
里
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
敷
地

内
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
、
村
山
早
生

ご
ぼ
う
、
沼
目
越し

ろ
う
り瓜

、
リ
ン
ゴ
、

ワ
ッ
サ
ー
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

会
員
で
維
持
管
理
を
行
い
、
日

野
小
学
校
児
童
と
日
野
保
育
園
児

に
よ
る
収
穫
体
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
ヒ
メ
リ
ン
ゴ
の
一

種
「
ア
ル
プ
ス
乙
女
」
を
収
穫
し

ま
し
た
。

　

全
員
で
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
、「
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま

す
」
の
あ
い
さ
つ
を
し
、
収
穫
が

　

主
催
で
あ
る
「
い
ず
み
の
会
」

会
長
の
佐
々
木
啓
佐
義
さ
ん
は

「
い
ず
み
の
里
を
整
備
し
て
10
年

が
経
ち
ま
し
た
。
管
理
方
法
な
ど

課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ
と

と
し
て
の
い
ず
み
の
里
が
根
付
い

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
事
業
を

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

10
月
３
日
㈫
日
野

地
域
の
田
園
風
景
を

守
ろ
う
と
活
動
す
る

「
い
ず
み
の
会
」
が

主
催
し
た
り
ん
ご
収

穫
体
験
が
行
わ
れ
、

日
野
保
育
園
の
園
児

84
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

「
い
ず
み
の
里
」

で
の
体
験
学
習

活
気
に
満
ち
た
収
穫
体
験

▲大会開始前、参加者も気合
が入ります

▲マレットゴルフ参加者にとって
貴重な交流の機会でもあります

▲高いところのりんごも獲れるかな？

始
ま
り
ま
し
た
。
実
を
掴
ん
で
引

く
だ
け
で
簡
単
に
獲
れ
る
の
で
、

園
児
た
ち
は
赤
く
実
っ
た
り
ん
ご

に
手
を
伸
ば
し
「
き
れ
い
に
と
れ

た
」
、「
楽
し
い
！

も
っ
と
と
り
た

い
な
」
と
話
し
、
次
々
に
収
穫
し

て
い
ま
し
た
。

　

袋
い
っ
ぱ
い
の
り
ん
ご
を
「
小

さ
く
て
か
わ
い
い
」
、「
家
族
で
食

べ
た
い
か
ら
た
く
さ
ん
と
っ
た

よ
」
と
見
せ
合
い
、
そ
の
場
で
１

つ
食
べ
て
み
る
と
、
嬉
し
そ
う
に

「
ち
ょ
っ
と
硬
い
け
ど
お
い
し
い
」
、

「
キ
ャ
ン
デ
ィ
み
た
い
に
甘
い
ね
」

と
満
足
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か
べ
て

い
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ  

わ
が
町
わ
が
公
民
分
館

移
り
変
わ
る
公
民
分
館
活
動

地元のりんごを収穫してみよう！

「いずみの会」りんご収穫体験

る
行
事
で
す
。
以
前
は
年
に
一
回

の
実
施
で
し
た
が
、
参
加
者
に
よ

る
要
望
が
多
く
、
今
は
６
月
と
10

月
の
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
夏
祭
り
や
文
化
祭
な
ど

を
実
施
し
好
評
を
得
て
い
ま
す
が
、

役
員
の
高
齢
化
な
ど
か
ら
負
担
も

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
公
民
分
館
と
区
で
お
互
い
を
サ

ポ
ー
ト
し
合
い
負
担
を
軽
減
し
て

い
ま
す
。

　

公
民
分
館
長
の
中
村
重
夫
さ
ん

は
「
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
な
ど
の
企

画
を
す
る
こ
と
で
分
館
の
負
担
は

増
え
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
に
よ
り

多
く
の
人
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ

る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
。
町
は
高

齢
化
し
、
人
集
め
も
大
変
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
以
前
行
っ
て
い
た

運
動
会
を
廃
止
し
た
り
、
数
カ
所

で
や
っ
て
い
た
ど
ん
ど
ん
焼
き
の

場
所
を
一
カ
所
に
す
る
な
ど
し
て

い
る
。
し
か
し
、
た
だ
無
く
す
だ

け
で
な
く
、
今
の
町
に
合
わ
せ
た

高
齢
の
人
で
も
参
加
し
や
す
い
新

し
い
行
事
を
企
画
し
て
、
分
館
活

動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

平成29年12月号
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体験

作る

体験

学ぶ

　

森
鷗
外
は
、
28
歳
の
夏
休
み
を

山
田
温
泉
で
過
ご
し
ま
し
た
。
宿

の
主
人
も
親
切
、
大
湯
は
混
浴
、

楽
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の

日
々
の
お
話
で
す
。

と
　
き　

12
月
16
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

講
　
師　

堀
井
正
子
さ
ん

　
　
　
　

（
文
学
研
究
家
）

※
講
師
著
書
の
販
売
と
サ
イ
ン
会

　

が
あ
り
ま
す
。

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

白
菜
な
ど
冬
の
食
材
を
無
駄
な

く
使
い
き
る
ア
レ
ン
ジ
料
理
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
無
料
託
児
あ
り
ま
す
。
事
前
の

　

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
や

　
お
正
月
用

寄
せ
植
え
講
座

ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
講
座

<

全
３
回>

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
で

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
を

描
こ
う

市
民
学
園
公
開
講
演
会

森
鴎
外 

山
田
温
泉
の

夏
休
み

～
須
坂
か
ら
は
、
牛
の
背
に

ま
た
が
っ
て
～

　

ア
ク
リ
ル
絵
の

具
を
使
っ
て
土
台

と
な
る
板
に
絵
を

描
き
ま
す
。

　

今
回
は
初
心
者

向
け
講
座
で
す
。

と
　
き　

12
月
９
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

豊
洲
地
域
公
民
館

講
　
師　

丸
山
志
保
さ
ん

　
　
　
　

（
ジ
ャ
パ
ン
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
　

ア
ー
ト
協
会
認
定
講
師
）

参
加
費　

５
０
０
円
／
人

持
ち
物　

ア
ー
ム
カ
バ
ー
、

　
　
　
　

エ
プ
ロ
ン

定
　
員　

15
人

申
　
込　

12
月
４
日
㈪
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
３
２
３
２

　

花
の
少
な
い
時
期
、
ク
リ
ス
マ

ス
や
新
年
に
向
け
、
玄
関
先
や
ベ

ラ
ン
ダ
を
明
る
く
彩
る
寄
せ
植
え

教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

12
月
19
日
㈫

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

田
邊
花
卉
園

　
　
　
　

（
関
谷
温
泉
ス
タ
ン
ド
横
）

講
　
師　

田
邊
恵よ

し
の
り徳

さ
ん

参
加
費　

３
０
０
０
円
／
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

定
　
員　

20
人

申
　
込　

12
月
４
日
㈪
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
　
き　

平
成
30
年

　
　
　
　

１
月
13
日
、
20
日
、
27
日

※
す
べ
て
土
曜
日
、

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
１
時

と
こ
ろ　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
　

創
造
の
家 

料
理
実
習
室

講
　
師　

浜
岡
一
美
さ
ん

　
　
　
　

（
日
本
栄
養
士
会
）

参
加
費　

１
回
１
０
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
代
）

※
12
月
28
日
㈭
ま
で
に
ま
と
め
て
中

央
公
民
館
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

食
器
用
ふ
き
ん

定
　
員　

15
人

対
　
象　

18
歳
～
30
歳
代
の
市
内

　
　
　
　

在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

申
　
込　

12
月
26
日
㈫
ま
で

共
　
催　

す
ざ
か
女
性
未
来
館

　
　
　
　

須
坂
市
体
育
協
会

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

須
坂
市
中
央
公
民
館

豊
洲
地
域
公
民
館

新成人のみなさん、ご成人おめでとうございます。
須坂市・須坂市教育委員会では、新成人の前途をお祝いし、平成 30 年の成人式を行います。
楽しく思い出に残る成人式にしようと、新成人の代表がスタッフとなり企画・運営などを進めてきました。
当日は、友人同士お誘いあわせのうえ新成人のみなさんそろってのご出席をお待ちしています。

駐車場　混みあいますので、できるだけ乗りあわせて、お早めにおでかけください。
お願い　飲酒されての入場、および飲食物のホールへの持ち込みはできません。
その他　成人式の様子を DVD にして、２月下旬以降に 1,000 円で頒布します。
　　　　ご希望の方は中央公民館までご連絡ください。
問合せ　中央公民館　☎２４５‐１５９８

と　き　平成 30 年１月７日㈰　午後２時 20 分～４時
ところ　メセナホール
内　容　・受　　付　　　　１時 30 分～２時 10 分
　　　　・オープニング　　２時 20 分～
　　　　・式　　典　　　　２時 30 分～
　　　　・アトラクション　３時 ５分～４時
※アトラクション終了後、式に出席された恩師等と交
流が午後５時までできます。

対　象　平成９年４月２日～平成 10 年４月１
日生まれで、本人または家族が市内在
住の方

※該当の方には、12 月上旬に案内状をお送り
します。案内状が届かない場合はご連絡くだ
さい。

平成30年  須坂市成人式平成30年  須坂市成人式

祝成人

平成29年12月号
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英
語
を
通
じ
て
国
際
理
解
や
国

際
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一

緒
に
外
国
人
と
会
話
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

と
　
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

会
　
費　

月
２
５
０
０
円
／
人

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　

（
代
表　

フ
カ
ミ
）

　

床
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
た

め
、
施
設
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

と
　
き　

12
月
27
日
㈬
～
28
日
㈭

※
西
館
は
使
用
で
き
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
、
各
地
域
公
民
館
、

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
旭

ヶ
丘
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
旧
上
高
井

郡
役
所
、
す
ざ
か
女
性
未
来
館
は
次

の
と
お
り
終
日
休
館
し
ま
す
。

12
月
29
日
㈮
～
平
成
30
年
１
月
３
日
㈬

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　

子
ど
も
た
ち
が
日
本
舞
踊
、
筝
、

バ
レ
エ
、
チ
ア
ダ
ン
ス
な
ど
日
ご

ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

ま
た
、
作
品
展
示
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
芸
術
文
化
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

と
　
き　

12
月
10
日
㈰

【
展
示
発
表
】

　
　

正
午
～
４
時

【
舞
台
発
表
】

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

　
　
　
　

小
ホ
ー
ル

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
３
８
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
花
房
）

社会教育団体からのお知らせ

中央公民館からのお知らせ

Ｇ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
英
会
話
）

（
グ
ル
ー
プ
・
オ
ブ
・
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ズ
・
イ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）

施
設
が
使
用
で
き
ま
せ
ん

年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

須
坂
市
文
化
芸
術
協
会
主
催

第
８
回 

子
ど
も
わ
く
わ
く

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
野
地
域
公
民
館

井
上
地
域
公
民
館

体験

体験

学ぶ

体験

　

お
正
月
に
自
分
で
ア
レ
ン
ジ
し

た
お
花
を
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

花
器
を
使
わ
ず
に
和
紙
で
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
た
、
華
や
か
な
お
正
月

用
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

で
す
。

　

「
北
信
流
」
を
わ
か
り
や
す
く

学
び
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

12
月
12
日
、
26
日
、

　
　
　
　

平
成
30
年

　
　
　
　

１
月
16
日
、
23
日
、

　
　
　
　

２
月
６
日
、
20
日
、

　
　
　
　

３
月
６
日
、
20
日

※
各
回
と
も
火
曜
日
、

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

高
甫
地
域
公
民
館

講
　
師　

村
石
武
志
さ
ん

申
　
込　

12
月
８
日
㈮
ま
で

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
９
２
５

と
　
き　

12
月
27
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

日
野
地
域
公
民
館

講
　
師　

古
平
静
子
さ
ん

参
加
費　

１
７
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
費
）

と
　
き　

12
月
27
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　

日
滝
地
域
公
民
館

講
　
師　

安
野
悦
子
さ
ん

参
加
費　

２
５
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
費
）

持
ち
物　

花
ば
さ
み
、も
の
さ
し
、

　
　
　
　

筆
記
用
具

定
　
員　

15
人

申
　
込　

12
月
20
日
㈬
ま
で

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

　

み
そ
蔵
の
見
学
、
甘
酒
と
塩
糀

造
り
の
体
験
も
あ
り
ま
す
。

と
　
き　

12
月
15
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

集
　
合　

井
上
地
域
公
民
館

　
　
　
　

午
後
１
時
ま
で

見
学
場
所　

㈲
糀
屋
本
藤
醸
造
舗

講
　
師　

本
藤
浩
史
さ
ん

　
　
　
　

（
代
表
取
締
役
）

参
加
費　

１
０
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

定
　
員　

20
人

申
　
込　

12
月
４
日
㈪
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
４
８
８

　

和
装
用
生
地
「
ち
り
め
ん
」
を

使
っ
て
か
わ
い
い
お
雛
様
を
つ
く

り
ま
す
。「
た
ち
雛
」
な
の
で
さ
り

げ
な
く
ど
こ
に
で
も
飾
れ
ま
す
。

と
　
き　

平
成
30
年

　
　
　
　

１
月
15
日
、
22
日
、
29
日

※
各
回
と
も
月
曜
日
、

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

３
時
30
分

と
こ
ろ　

井
上
地
域
公
民
館

講
　
師　

山
岸
芳
江
さ
ん

参
加
費　

２
５
０
０
円
／
人

　
　
　
　

（
材
料
費
）

持
ち
物　

裁
縫
道
具

定
　
員　

10
人

申
　
込　

12
月
11
日
㈪
〜

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
４
８
８

お
正
月
用

　
盛
花
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
講
座

お
正
月
の

　
ア
レ
ン
ジ

フ
ラ
ワ
ー
講
座

北
信
流（
観
世
流
）講
座

発
酵
と
糀
の
話

日
滝
地
域
公
民
館

高
甫
地
域
公
民
館

体験

た
ち
雛
つ
く
り

<

全
３
回>

会
員
募
集

持
ち
物　

花
ば
さ
み
（
お
持
ち
の
方
）

定
　
員　

15
人

申
　
込　

12
月
８
日
㈮
～

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
６
‐
２
２
７
４

平成29年12月号
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11
月
14
日
㈫
、
す
ざ
か
女
性
未

来
館
主
催
の
「
和
菓
子
を
作
ろ
う
」

講
座
を
開
催
し
、
参
加
者
16
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
越
た
け
子
さ
ん
（
本
郷

町
）
を
お
迎
え
し
「
り
ん
ご
の
生

八
ツ
橋
風
」
、「
紅こ

う
ば
い梅

（
ね
り
き
り
）
」

の
２
種
類
の
和
菓
子
に
挑
戦
し
ま

し
た
。
越
さ
ん
は
、
自
身
の
果
樹

園
で
栽
培
さ
れ
た
果
物
を
使
っ
て

お
菓
子
作
り
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
り
ん
ご
の
生
八
ツ
橋
風
」

も
、
越
さ
ん
の
果
樹
園
で
獲
れ
た

り
ん
ご
を
用
い
ま
し
た
。

　

２
種
類
の
和
菓
子
そ
れ
ぞ
れ
に

使
用
す
る
生
地
を
、
紅
梅
は
あ
ん

を
練
っ
て
蒸
し
、
八
ツ
橋
は
蒸
さ

ず
に
電
子
レ
ン
ジ
を
使
う
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
方
法
で
作
り
ま

し
た
。

　

紅
梅
で
は
「
さ
ら
し
あ
ん
（
生

の
こ
し
あ
ん
を
乾
燥
さ
せ
て
粉
末

状
に
し
た
も
の
）
」
を
、
火
に
か

け
な
が
ら
混
ぜ
続
け
る
工
程
が
あ

り
ま
す
。
強
火
で
一
気
に
行
う
た

め
に
あ
ん
こ
が
は
ね
、
参
加
者
も

熱
さ
と
闘
っ
て
い
ま
し
た
。

　

八
ツ
橋
で
は
、
上
新
粉
、
も
ち

粉
な
ど
の
材
料
を
電
子
レ
ン
ジ
で

加
熱
し
混
ぜ
合
わ
せ
る
作
業
を
数

回
繰
り
返
し
ま
す
。
紅
梅
に
比
べ

時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
水
分

量
が
多
い
と
、
や
わ
ら
か
く
な
っ

て
し
ま
い
成
形
が
大
変
に
な
る
難

し
さ
も
あ
り
ま
す
。
参
加
者
も
「
材

料
を
し
っ
か
り
と
計
量
す
る
の
が

大
切
」
と
い
う
和
菓
子
の
繊
細
さ

を
感
じ
た
様
子
で
し
た
。

・
分
量
な
ど
と
て
も
繊
細
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。
美
味
し
く
仕
上

が
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・
り
ん
ご
の
生
八
ツ
橋
風
の
生
地

が
難
し
か
っ
た
で
す
が
、
楽
し

く
作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
お
正
月
用
の
お
菓
子
と
し
て
家

庭
で
も
作
っ
て
み
た
い
で
す
。

▲冬に食べたいあったかメニューです。
ご家庭でもぜひ作ってみてください

▲実演をしながら丁寧に説明をする講師
の越さん

参
加
者
の
感
想

火にかける時間を短縮！

なべ帽子を使って作る
「ポトフ」

　すざか女性未来館の講座で、須坂友の会
のみなさんを講師になべ帽子を作りまし
た。また、なべ帽子を使った料理にも挑戦
しました。レシピを紹介します。

材料（４人分）
豚肩ロース塊肉  ……… 250g
じゃがいも  ……………中２個
にんじん  …………………１本
セロリ  …………………1/2 本
玉ねぎ  …………………中１個
キャベツ  ………… 小 1/4 個

① 豚肉は３切れくらいに分ける。
② フライパンにサラダ油を熱し、豚肉を入れ、表面に焼き色を付け

て取り出す。
③ じゃがいも、にんじんは皮をむき、セロリはすじをとって、それ

ぞれ大きめに切る。玉ねぎは皮をむいて２～４等分、キャベツは
芯をつけたまま４～６等分に切る。

④ 厚手の鍋に②の豚肉と野菜を並べる。材料の頭が少し出るくらい
を意識し水を入れる。塩、こしょう、ローリエ、コンソメを加え
火にかける。煮立ったらアクをとり、ふたをして５分煮る。

⑤ 火からおろし、なべ帽子を被せて１～１時間半おく。
⑥ 再び火にかけて味を整える。
⑦ お好みで粒マスタードを添えて完成！

講　座　名 と　　　き 定員・参加費 申　込 ところ・問合せ

パソコン相談室

平成 30 年１月４日㈭

午前 10 時～正午
なし

無料
不要

仁礼コミュニティセンター

☎２４５‐８１１８

平成 30 年１月５日㈮

午前 10 時～正午

高甫地域公民館

☎２４８‐１９２５

講　師　ＮＰＯ法人信州ＳＯＨＯ支援協議会　※パソコンは主催者が用意します。パソコンの持込可。

おでかけパソコン教室

サラダ油  …………………適量
水  …………………約５カップ
塩  …………………小さじ１強
こしょう  …………………少々
ローリエ  …………………１枚
コンソメ…顆粒小さじ２または固形１つ
粒マスタード  ……………適量

なべ帽子を使って作る
「ポトフ」

和
菓
子
作
り
講
座
を

開
催
し
ま
し
た

平成29年12月号
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▲まちの商店主さんから熱心に話
を聞く様子

▲歩いた地域の地図上に、写真や
説明書きを加えて「お宝マップ」
をつくる参加者

▲マップを見ながら、新たに発見したことや感
　じたことを発表する様子▲「お宝マップ」の一例

　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
、
須
坂
市

民
総
合
大
学
公
開
必
修
講
座
「
地

域
学
・
地
元
学
（
全
３
回
）
」
の
第

２
回
目
「
実
践
講
座
（
応
用
編
）
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
回
目
に

引
き
続
き
、
金
沢
大
学
地
域
連
携

推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
蜂
屋
大

八
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
約
30
人

が
参
加
し
「
地
域
の
お
宝
さ
が
し
」

と
「
お
宝
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
基
礎
講
座
で
は

「
ま
ち
お
こ
し
」
、「
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
に
は
『
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」

で
は
な
く
「
あ
る
も
の
探
し
」
を

し
て
地
域
を
元
気
に
！

』
と
い
う

地
元
学
を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
こ
の
視
点
を
大
事
に

し
、
地
域
の
魅
力
と
課
題
は
何
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
５

須
坂
市
民
総
合
大
学

　

第
２
回
実
践
講
座
で
は
、
実
際

に
町
に
出
て
地
元
の
人
か
ら
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は

２
班
に
属
し
「
劇
場
通
り
（
南
側
）
、

大
門
通
り
」
の
み
な
さ
ん
か
ら
話

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
聞
い
た

の
は
製
糸
業
全
盛
時
代
の
劇
場
通

り
の
賑
わ
い
で
し
た
。
今
の
劇
場

通
り
で
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
当
時
は
多
く
の
料
亭
が
あ
り
、

大
勢
の
芸
者
さ
ん
が
お
ら
れ
た
と

の
こ
と
。
以
前
芸
者
さ
ん
だ
っ
た

方
か
ら
も
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

当
時
の
賑
わ
い
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
劇
場
通
り
が
そ
の
よ
う
な

賑
わ
い
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
か
。
須
坂
劇
場
が
で
き
る
前
は
、

西
上
町
と
よ
ば
れ
桑
畑
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
須
坂
劇
場
が
で
き
る
と

多
種
の
商
店
が
で
き
、
大
勢
の
製

糸
工
女
が
買
い
物
に
き
ま
し
た
。

そ
し
て
多
く
の
料
亭
も
で
き
た
よ

う
で
す
。

　

ま
た
関
東
大
震
災
で
東
京
の
味

第
８
回
公
開
必
修
講
座
の

お
知
ら
せ

　

13
代
藩
主
堀
直
虎
が
、
文
久
の

改
革
と
い
わ
れ
る
藩
政
改
革
を
行

っ
た
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知

の
と
お
り
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

以
前
か
ら
の
須
坂
藩
の
財
政
情
勢

は
窮
地
に
立
た
さ
れ
、
藩
運
営
が

極
め
て
困
難
な
状
況
で
し
た
。
こ

の
状
況
は
、
須
坂
藩
に
限
ら
れ
た

こ
と
で
は
な
く
、
ど
こ
の
藩
で
も

莫
大
な
債
務
を
背
負
っ
て
い
ま
し

た
。
役
人
が
食
べ
て
い
く
に
は
な

か
な
か
大
変
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と

想
像
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
初
代
藩
主
の
直
重

公
の
御
霊
を
芝
宮
に
遷
宮
し
た
と

さ
せ
る
安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）

５
月
の
農
繁
期
に
芝
宮
の
拡
張
工

事
が
行
わ
れ
ま
す
。
野
口
源
兵
衛

つ
の
班
に
分
か
れ
中
央
地
域
の
探

索
を
し
ま
し
た
。

　

探
索
後
は
、
地
元
住
民
の
方
々

か
ら
聞
い
た
話
や
、
撮
影
し
た
写

真
を
も
と
に
「
お
宝
マ
ッ
プ
」
を

つ
く
り
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
あ

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
地
元
住
民
の
方
々

か
ら
、
か
つ
て
の
ま
ち
の
様
子
や

現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
な
ど
を

直
接
お
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
発
見
や
認
識
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
を
も
と
に
、
11
月

23
日
（
木
・
祝
）
に
第
３
回
目
の

学
習
会
を
開
催
し
、
今
後
の
〝
ま

ち
づ
く
り
〟
の
た
め
、
何
に
光
を

【
幕
末
・
維
新
期
の
須
坂
藩
】

 

― 

藩
主
堀
直
虎
の
動
向
を

中
心
に
し
て 

―

須

坂

市

民

総

合

大

学

ま
ち
づ
く
り
講
座
Ⅱ

地
域
学
・
地
元
学
を

も
と
に
し
て

中
央
地
域
を
学
び
ま
し
た

参
加
者
の
感
想

噌
屋
が
潰
れ
た
と
き
、
製
糸
工
女

の
た
め
に
保
管
し
て
あ
っ
た
味
噌

を
東
京
に
送
り
、
貢
献
し
た
と
の

話
も
聞
き
ま
し
た
。

　

大
変
貴
重
な
話
を
聞
く
機
会
を

得
ら
れ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

（
羽
生
田
義
夫
）

あ
て
、
創
り
出
し
て
い
く
か
に
つ

い
て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
１
月
号
で
お

伝
え
し
ま
す
。

― 

須
坂
市
民
総
合
大
学
公
開

必
修
講
座
「
地
域
学
　
地
元
学

の
〝
ま
ち
づ
く
り
〟
講
座
」
に

参
加
し
て 

―
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▲離山不動尊…社殿内に不動明王が祀
　られています

▲講師の丸山さん

▲昨年の様子

　

全
国
に
里
山
を
紹
介
し
て
い
る

長
野
市
在
住
の
丸
山
晴
弘
さ
ん
が
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
須
坂
で
、

い
い
里
山
を
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、

真
っ
先
に
〝
離
山
〟
と
答
え
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
で
、
岩
も
あ
っ
て
適

生
涯
学
習
推
進
員
が

取
材
し
ま
し
た

を
中
心
と
し
た
重
臣
た
ち
が
藩
の

た
め
を
思
い
な
が
ら
行
っ
た
こ
れ

ら
の
事
業
が
、
農
民
た
ち
か
ら
反

発
を
招
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
千
曲
川
堤
防

土
堤
普
請
に
絡
ん
だ
争
い
に
よ
っ

て
、
百
姓
代
を
し
て
い
た
土
屋
坊

村
（
現
長
野
市
南
屋
島
）
の
民
蔵

が
江
戸
ま
で
行
っ
て
直
訴
し
、
藩

政
改
革
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
ん
な
と
一
緒
に
中
央
公
民
館

の
広
い
ホ
ー
ル
で
伝
統
行
事
の
書

き
初
め
を
し
ま
し
ょ
う
！

と
　
き　

平
成
30
年
１
月
４
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

受
　
付　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　

（
事
前
申
込
不
要
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

講
　
師　

田
中
義
人
さ
ん

豊
丘
地
域
活
性
化
連
絡
協
議
会

〈
離
山
を
守
る
会
〉

　
　
　
豊
丘
の
〝
離は

な
れ
や
ま山

〟
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

大
政
奉
還
後
、
直
虎
は
幕
府
の

若
年
寄
兼
外
国
惣
奉
行
に
就
き
ま

す
。
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
年
）

王
政
復
古
の
後
、
旧
幕
府
軍
１
万

名
を
率
い
る
徳
川
慶
喜
と
薩
長
軍

４
千
名
は
「
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
」

で
衝
突
し
ま
す
。
劣
勢
で
あ
っ
た

旧
幕
府
軍
を
残
し
、
将
軍
慶
喜
は

先
に
船
で
江
戸
城
へ
逃
げ
帰
り
ま

す
。
江
戸
城
中
で
重
臣
を
集
め
、

策
を
練
っ
て
い
る
会
議
の
中
で
直

虎
が
慶
喜
に
対
し
「
諫か

ん
げ
ん言

」
し
、

江
戸
城
で
「
自じ

じ

ん刃
（
諌か

ん

し死
）
」
し

ま
す
。

　

こ
れ
ら
藩
全
般
や
社
会
情
勢
に

関
し
て
、
史
料
に
基
づ
い
た
お
話

が
伺
え
ま
す
。

　

堀
直
虎
の
藩
政
改
革
の
断
行
の

背
景
や
諸
情
勢
に
迫
っ
た
お
話
、

直
虎
の
「
人
物
像
」
に
寄
り
そ
っ

た
お
話
が
聞
け
る
機
会
で
す
。「
直

虎
没
後
１
５
０
年
記
念
講
演
」
最

後
の
機
会
に
な
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

大
勢
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
　
き　

12
月
22
日
㈮

　
　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

ホ
ー
ル
（
３
階
）

講
　
師　

丸
山
文
雄
さ
ん

　
　
　
　

（
元
須
坂
市
誌
編
さ
ん

　
　
　
　
　

専
門
員
）

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

書
き
初
め
を
書
こ
う
！

参
加
者
募
集

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

学
校
で
配
布
さ
れ
た

　
　
　
　

お
手
本
、
書
初
め
用
紙

　
　
　
　

書
道
道
具
一
式

対
　
象　

小
学
生
、
中
学
生

主
　
催　

生
涯
学
習
推
進
員
会

　
　
　
　

中
央
分
会

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
２
１
４
‐
６
０
８
６

度
に
ス
リ
ル
も
あ
る
が
、
手
す
り

な
ど
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
の

で
、
中
高
年
や
子
ど
も
た
ち
に
は

と
て
も
安
全
な
山
で
す
」

　

昨
年
、
地
元
の
有
志
が
離
山
を

守
る
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
遊

歩
道
や
登
山
道
の
整
備
、
そ
し
て

つ
つ
じ
や
も
み
じ
等
を
植
え
て
、

春
か
ら
秋
ま
で
楽
し
め
る
山
に
し

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

須
坂
青
年
会
議
所
が
夫
婦
竜
の

伝
説
を
も
と
に
、
も
う
一
つ
の
臥

竜
山
と
し
て
離
山
を
桜
の
名
所
に

し
よ
う
と
桜
を
植
え
ま
し
た
が
、

会
で
は
そ
の
手
入
れ
も
行
っ
て
い

ま
す
。
頂
上
に
は
離
山
不
動
尊
が

祀
ら
れ
て
い
て
、
社
の
中
に
夫
婦

竜
伝
説
の
切
り
絵
紙
芝
居
が
飾
っ

て
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
不
動
尊
の
社
殿
は
、
江
戸

後
期
文
化
年
間
に
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
昭
和
30
年
頃
ま
で
は
秋
の

例
祭
で
神
楽
や
角す

も

う力
が
奉
納
さ
れ
、

10
余
の
露
天
商
が
出
て
賑
わ
い
ま

し
た
。
現
在
、
地
元
の
豊
丘
保
育

園
が
信
州
型
自
然
保
育
（
信
州
や

ま
ほ
い
く
）
の
団
体
と
し
て
認
定

さ
れ
、
離
山
を
野
外
活
動
の
軸
に

し
て
四
季
折
々
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
豊
丘
小
学
校
、

信
州
須
坂
農
業
小
学
校
豊
丘
分
校

の
散
歩
コ
ー
ス
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
来
春
に
は
冒
頭
の
丸

山
さ
ん
を
講
師
に
「
里
山
の
楽
し

み
方
」
に
つ
い
て
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

＆
講
習
会
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
里
郷
土
資
料
館
見
学
も
合
わ
せ

て
ご
覧
い
た
だ
い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
生
涯
学
習
推
進
員
会

　
　
　

豊
丘
分
会　

田
所　

記
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

広
報
す
ざ
か
11
月
号
の
記
載
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

33
ｐ
『
生
涯
学
習
推
進
員
が
取

材
し
ま
し
た　

日
滝
地
域
公
民
館

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
サ
ー

ク
ル
「
ロ
ー
ズ
の
会
」
』

（
正
）

問
合
せ
　
日
滝
地
域
公
民
館  

牧

　
　
　
　
☎
２
４
８
‐
１
６
８
６

（
誤
）

問
合
せ
…
日
滝
地
域
公
民
館 

牧

　
　
　
　

☎
２
４
６
‐
１
６
８
６

平成29年12月号



平成29年12月号 ・34・

市外局番…（026）

　

ぶ
っ
く
る
ー

▲

　

こ
ね
て
の
ば
し
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

　
　

く
る
み
の
な
か
に
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
か
お
ゆ
う
こ

　
　

ア
バ
ロ
ー
の
プ
リ
ン
セ
ス
エ
レ
ナ　
　
　
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

　
　

お
な
ら
ま
ん
ざ
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
義
史

　
　

葛
飾
北
斎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ポ
プ
ラ
社

　
　

教
科
で
学
ぶ
パ
ン
ダ
学　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉
茂
勝

　
　

読
め
ば
メ
キ
メ
キ
う
ま
く
な
る
野
球
入
門　
　
　
　
　

大
石
滋
昭

　
　

つ
く
え
の
下
の
と
お
い
国　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井
睦
美

　
　

ク
ル
マ
で
行
く
山
城
さ
ん
ぽ
１
０
０　
　
　
　

交
通
タ
イ
ム
ス
社

　
　

中
学
生
プ
ロ
棋
士
列
伝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

洋
泉
社

　
　

茶
花
の
二
十
四
節
気　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
内
範
男

　
　

１
０
０
歳
の
生
き
じ
た
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
沢
久
子

　
　

井
村
屋
さ
ん
の
毎
日
ほ
っ
こ
り
あ
ず
き
レ
シ
ピ　
　

主
婦
の
友
社

　
　

三
世
代
探
偵
団　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
川
次
郎

　
　

覆
面
作
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
沢
在
昌

新

刊

内

案

絵本児童一 般

開
館
時
間　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

　
　
　
　
　

土
日
祝　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

Tel
２
４
５
‐
０
７
８
４

　
　
　
　
　

Fax
２
４
５
‐
４
３
１
３

休 

館 

日　

４
・
11
・
18
・
25
・
28
日
～
１
月
３
日

10月

来館者数

  9,512人

貸出冊数

　21,847冊

図
書
館
だ
よ
り

おやつとごはんの店「a
ア イ

i」

信州須坂どこでも図書館紹介⑲

開館時間　午前11時30分～午後７時30分
定休日　　月・火曜日（不定休あり）
電話番号　274‐5908 

　新鮮な有機野菜や無添加の食材で作

るランチ・お菓子は、どれもからだに

やさしいものばかりです。

　待ち時間には、古民家を改造した畳

のお部屋で、くつろぎながらゆっくり

本が楽しめます。

　

行
事
の
ご
案
内

行
事
の
ご
案
内

　

12
月
28
日
㈭
～
平
成
30
年
１
月

３
日
㈬
は
休
館
し
ま
す
。

　

本
の
返
却
は
、
玄
関
左
側
に
あ

る
「
返
却
ポ
ス
ト
」を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
紙
芝
居

は
、
破
損
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
後
日
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

と　

き　

12
月
９
日
㈯ 

　
　
　
　

午
前
11
時
～

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所
（
２

階
多
目
的
ホ
ー
ル
）

内　

容　

▼
手
品
「
お
か
さ
ん
の

び
っ
く
り
て
じ
な
」
▼
人
形
劇
「
な

に
し
て
る
」
『
ぶ
っ
く
る
く
る
く

る
ぶ
っ
く
る
ー
』
▼
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏　

な
ど

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
１
０
０
人
）

※
座
っ
て
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、

座
布
団
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
一
度
窓
口
で
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
と
、
本
の
予
約
や
受
け
取
り

の
お
知
ら
せ
が
、
ご
自
宅
の
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
で
き
ま
す
。

◆
一
回
目
の
貸
出
延
長
（
２
週
間
）

も
で
き
ま
す
。

※
二
回
目
の
延
長
は
窓
口
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

※
返
却
期
限
が
過
ぎ
て
い
た
り
、

予
約
中
の
本
は
延
長
で
き
ま
せ
ん
。

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を

　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を

　
　
　
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
●「
図
書
館
ま
つ
り
」を

　
開
催
し
ま
し
た

▲好評のブックリサイクル市。悪
天候にもかかわらず大勢の方に
参加いただきました。（10月29日）

平成29年度須高読書感想文コンクール入選者発表！

●小学校低学年

●小学校中学年

●小学校高学年

●中学校

１類

２類

須坂図書館長賞

金賞

舞澤奏祐

佐藤良

田中廉乃　　

森上小１年

仁礼小２年

栗ガ丘小２年

１類

２類
金賞

金賞 清水茉依

竹内健太朗

井上小３年

日滝小４年

金賞

横山香怜 井上小４年

１類

２類

３類

金賞

須坂新聞社賞

金賞

堂原そよか

岡田結希

三井奈央

山嵜遥加

仁礼小６年

日滝小５年

小山小６年

森上小５年

中村朱里 日野小６年

１類

２類

３類

高山村教育長賞

新井咲輝

山﨑亜弥美

涌井真穂

鈴木希

坂田葵

墨坂中２年

高山中３年

相森中２年

東中３年

東中３年

金賞

須坂市教育長賞

金賞

小布施町図書館長賞

金賞

金賞

金賞

（敬称略）

３類

黒岩大暉

髙島わかば 高甫小４年

日滝小４年小布施町教育長賞

高山村公民館長賞

403

★

信州医療セ
ンター北

立町

市役所西

市
役
所

須坂創成
高校

立町北

東横町

横町中央北横町



『
平
家
物
語
』に
登
場
す
る

井
上
黒

▲貯蓄實踐運動一億
　総動員のポスター

入
館
料

高
校
生
以
上
…
100
円

小
中
学
生
・
市
内
在

住
70
歳
以
上
…
無
料

　

鍍と

銀
銅
製

獅し

か

み

も

ん

か

ば

ん

噛
紋
銙
板

▲

須
坂
市
立
博
物
館

博
物
館
だ
よ
り

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

４
・
11
・
18
・
23
・
25
・
29
日
～
１
月
３
日

休

館

日

Tel
２
４
５
‐
０
４
０
７

Fax
２
１
４
‐
５
５
４
８

平成29年12月号・35・

市外局番…（026）

「
国
指
定
名
勝　

米
子
瀑
布
群
」

　

毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

会
が
作
る
平
成
30
年
カ
レ
ン
ダ
ー
（
写
真
右
）を
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
国
指
定
名
勝　

米
子
瀑
布
群
」
。

　

平
成
28
年
10
月
に
、
米
子
瀑
布
群
は
県
内
の
滝
で
初
め
て

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
子
瀑
布
群
の
見
ど
こ
ろ
を
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
願
い
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。
独
特
の

風
致
景
観
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

価　

格　

１
枚
２
０
０
円

販
売
場
所　

▼
博
物
館
▼
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
▼
市
観
光

協
会
▼
蔵
の
ま
ち
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
湯
っ
蔵
ん
ど

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
作
成

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
第
９
弾

12
月
29
日
㈮
～
平
成
30
年
１
月
３
日

㈬
は
休
館
し
ま
す
。

年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ

須
坂
市
立
博
物
館
・
旧
上
高
井
郡
役
所
・

市
誌
編
さ
ん
室
・
市
立
須
坂
図
書
館
連

携
事
業

１　

諏
訪
信
仰
の
広
ま
り

２　

須
坂
地
方
と
一
向
宗
（
浄
土
真
宗
）

３　

遺
跡
と
地
名
か
ら
見
る
中
世
集
落

と　

き　

12
月
13
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

旧
上
高
井
郡
役
所
２
階
（
多

目
的
ホ
ー
ル
１
）

講　

師　

酒
井
健
次
さ
ん
（
須
坂
市
誌

歴
史
編
Ⅰ　

原
始
～
中
世
編
執
筆
者

須
坂
東
高
校
教
論
）

※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
で

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度　

第
三
回
歴
史
文
化
講
座

中
世
の
寺
社
と
集
落

▲一ノ谷合戦屏風（左隻部分）

　

須
坂
市
誌
第
３
巻
（
中
世
）
グ
ラ
ビ
ア
に
「
井
上

黒
」が
描
か
れ
た
貴
重
な
「
一
ノ
谷
合
戦
屏び

ょ
う
ぶ風

（
左
隻
部
分
馬
の
博
物
館

蔵
）
が
掲
載
（
左
写
真
）
」
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
ノ
谷
合
戦
は
、
元
暦
元
（
１
１
８
４
）
年
に
神
戸
市
須
磨
区
一
ノ
谷

で
起
こ
っ
た
源
平
合
戦
で
す
。
源
義
経
の
指
揮
の
も
と
木
曽
義
仲
を
討

っ
て
入
京
し
た
源
氏
に
抗

あ
ら
が

っ
て
、
平
氏
は
京
都
を
逃
れ
て
一
ノ
谷
に
陣

を
構
え
京
都
復
帰
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

戦
は
同
年
２
月
８
日
に
行
わ
れ
、
源
氏
の
勝
利
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
時
義
経
が
急
坂
を
駆
け
下
り
て
奇
襲
し
た
「
鵯

ひ
よ
ど
り
ご
え

越
の
坂
落
し
」は
著

名
な
話
で
す
。
天
険
に
頼
っ
て
い
た
平
氏
は
混
乱
し
、
平
氏
の
大
将
宗

盛
（
大
臣
）
以
下
一
族
は
海
上
に
逃
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
（
新
中
納
言
）
知
盛
は
、
非
常
な
名
馬
に
乗
り
、
海
面
を
二

十
数
町
泳
が
せ
て
味
方
の
船
に
着
き
ま
し
た
。
船
に
は
た
く
さ
ん
の
人

が
乗
っ
て
お
り
、
馬
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
馬
を
海
岸
へ
追

い
返
し
ま
し
た
。
こ
の
馬
は
主
人
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
、
し
ば
ら
く

は
船
を
離
れ
よ
う
と
せ
ず
に
い
ま
し
た
が
、
沖
の
方
へ
泳
ぎ
、
だ
ん
だ

ん
と
船
が
遠
の
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
主
の
い
な
い
海
岸
に
泳
ぎ
帰
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
『
平
家
物
語
９
巻
知

と
も
あ
き
ら章

最
期
』
の
断
章
で
あ
り
ま
す
。

主
人
を
振
り
返
り
な
が
ら
浜
に
引
き
返
し
て
い
る
場
面
は
と
て
も
物
悲

し
い
。
こ
の
馬
は
信
濃
国
井
上
で
育
て
ら
れ
た
の
で
「
井
上
黒
」
と
申
し

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
当
地
が
こ
れ
程

の
名
馬
の
産
地
で
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
地
に
は
著
名
な
積つ

み
い
し石

塚
古
墳
も
あ
り
、
渡
来
人
・

勅
使
牧　

積
石
塚
の
ロ
マ
ン

を
つ
な
ぐ
縁

え
に
し

と
し
て
紹
介
し

ま
す
。



2017.11.1現在（　）内前月比

人口・・・・・・・・51,190（-22）

 男 ・・・・・・・・24,772（-11）

 女 ・・・・・・・・26,418（-11）

世帯・・・・・・・・19,757（+11）

よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
今
年
発
行
し
た
『
広
報
須
坂
』を
読
み

返
し
ま
し
た
。
事
業
や
催
し
、
出
来
事
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
あ
っ
た
と
改
め
て

思
い
ま
し
た
。
同
時
に
、「
こ
う
し
た
ら

も
っ
と
読
み
や
す
い
の
で
は
」
と
思
う

所
も
あ
り
、「
よ
り
読
み
や
す
い
広
報
紙
作

り
」を
来
年
の
目
標
に
し
ま
す
。（
佐
藤
）

▼
先
日
研
修
会
に
行
き
ま
し
た
。
講
師

の
方
が
、「
市
報
を
手
に
取
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
だ
。
よ
も
や
ま
ば
な
し
を

読
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
手
に
取
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
三
人
寄
れ
ば
文
殊

の
知
恵
で
頑
張
り
ま
す
。　
　

（
岡
田
）

▼
先
日
の
取
材
で
豊
洲
産
の
カ
シ
ス
を

使
っ
た
ジ
ャ
ム
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

カ
シ
ス
は
甘
酸
っ
ぱ
く
て
お
い
し
い
だ

け
で
な
く
、
目
に
と
て
も
良
い
そ
う
で

す
。
私
は
目
が
悪
い
の
で
す
が
、
も
う

少
し
早
く
出
会
っ
て
い
れ
ば
！
い
や
、

今
か
ら
で
も
…
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
浦
野
）

ヘルシーなます

■切干大根…40g　　 　■酢…大さじ１　

■にんじん…50g　　 　■塩…ひとつまみ

■きゅうり…１本　　　■水…１カップ

■梅干し（中）…１個　　■いりごま…少々

【材料】（４人分）

健康長寿レシピのワンポイント

　砂糖を使わずに切干大根の自然な甘さ

で仕上げたなますです。切干大根は、水

で戻さずに使うのがポイントです。

　おせち料理におすすめです。

約15分調理時間

須坂市花と緑のまちづく
り事業マスコットキャラ
クター「かんなちゃん」

信州須坂の台所
　レシピ投稿検索サイト「クックパッド」に、須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」を掲載しています。

　その中から、おすすめ料理を毎月ご紹介します。

「クックパッド」須坂市公式キッチン

12

一人分の成分　

■エネルギー…45kcal　■塩分…1.0g

■たんぱく質…1.2g　　 ■野菜の量…47.5g

■脂質…0.6ｇ　

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

　◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◇◆ ◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇
◆

◇

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◇
◆
◇
◆

【作り方】

切干大根をさっと洗い、１cm 幅に切

る。また、にんじんをせん切りにする。

ボウルに①②を入れ、全体をほぐしな

がらよく混ぜ、味がなじむまで漬け込

む。

梅干は種を取り、包丁の背で細かくた

たき、酢と塩、水を加えて混ぜる。

①

②

③

　レシピの内容は、「クックパッド」須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」（http://

cookpad.com/kitchen/14040295）をご覧く

ださい。右のＱＲコードからもアクセス

できます。 ▲ＱＲコード

きゅうりをせん切りにして③に混ぜ

る。

盛り付けて、いりごまをひねりながら

散らす。

④

⑤
発
行
日
　
平
成
2
9
年
1
2
月
１
日

発
行
/
編
集
　

須
坂

市
役

所
/総

務
部

政
策

推
進

課

０
２
６
‐２
４
５
‐１４

０
０
（代

表
）　

０
２
６
‐２
４
６
‐０
７５

０
〒

382-8511 長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
1528-1

URL http://www.city.suzaka.nagano.jp
Eメ

ー
ル
 info@city.suzaka.nagano.jp

印
刷

部
数

1
9
,
6
0
0
部
（

印
刷

経
費

１
部

あ
た

り
約

32円
）

印
刷
　
株
式
会
社
オ
フ
セ
ッ
ト
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